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I 総合研究所の設置理念と組織
(1)総合研究所設置の理念と沿革
聖学院大学総合研究所は 198 年 4 月の大学設置とともに，各学問領域の諸
問題を学問的に研究・深化させ，諸学問問の対話を深め総合することをめざし
て創設された。
今日の学問的状況の中で，研究領域として政治経済J r科学と教育J rキ
リスト教と文化J r語学J r日本・アングロアメリカ J r組織神学J r日韓現代史」
「カウンセリング」の 8つを掲げ，それぞれの領域に研究センターを設置して
いる。研究センターの中に「現代都市研究室J，英米研究室J，日本研究室J，
「ピューリタニズ、ム研究室J，人間学研究室」が設置され，共同研究プロジェ
クトの推進，資料の収集，蓄積などにあたっている。
19 年には，研究成果を出版物で公開するために聖学院大学出版会」が
設置された。
196 年には聖学院大学大学院政治政策学研究科が設置されたが，総合研究
所はその研究部門に位置づけられた。現在も大学院の研究活動を推進する役割
を果たしている。一例を挙げれば政治経済研究センター」では，大学院政
治政策学研究科と共同で，埼玉県の重点施策を政策企画・実施・評価の観点か
ら研究する「埼玉地域政策研究」を開講している。 204 年度から埼玉県の自
治体職員，地方議会議員を対象にした「聖学院ポリシー・カレッジ」を大学院
講座として開催している。また，大学院には 19 年度に「アメリカ・ヨーロ
ツパ文化学研究科」が開設されたが日本・アングロアメリカ研究センター」
では，この研究科と共同で，海外から著名な学者を招聴い大学院授業・研究
集会を開催している。
20 年度には，韓国の翰林大学校日本学研究所と共同で「日韓現代史研究
センター」を設立し，朝鮮半島の民衆がどのような経験をし，戦後の国家像を
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どのように描いていたのかを調査・研究している。また日韓現代史に関する重
要資料の収集にあたっている。
203 年度には「カウンセリング研究センター」を設置し，キリスト教カウ
ンセリングの事例研究 心理相談「グリーフケア・ルーム」を開始した。
205 年度より，聖学院大学の国際金融，経済の研究者が共同で研究し，研
究成果を発表する場として，聖学院大学総合研究所政治経済研究センターに，
速水優聖学院大学全学教授を室長，員野輝彦総合研究所特任教授を室長補佐と
した「国際金融研究室J (室長，速水優全学教授，副室長，員野輝彦特任教授)
を設け，研究活動を進めている。
8 
聖学院大学総合研究所の組織
総合研究所
政治政策学研究科
アメリカ・ヨーロッパ文化学
研究科
政治経済研究センター
現代都市研究室(佐々木信夫室長)
聖学院ポリシーカレッジ
国際金融研究室(速水優室長)
科学と教育研究センター
キリスト教と文化研究センター
語学研究センター(寺田正義センター長)
日本アング口・アメリカ研究センター
(古屋安雄センター長 L 
有賀貞副センター長f
英米研究室
日本研究室(鵜沼裕子室長)
ビューリタニズム研究室(松谷好明室長)
組織神学研究センター
人間学研究室(金子晴勇室長)
日韓現代史研究センター
(康仁徳・小田川興)
カウンセリング研究センター
(平山正実センター長)
グリーフケア・ルーム
聖学院大学出版会
総合研究所活動報告 I 総合研究所の設置理念と組織 タ
英夫(理事長，院長， 198 年 4月 1 日~現在)
良明(大学学長，大学院長， 20 年 4月 1 日"'-'203 年 1
月)
阿久戸光晴(大学学長， 195 年4月 1 日~現在)
近藤勝彦(宗教センター所長， 198 年4月 1 日"'-'204 年3月31
日)
義明(キリスト教センター所長， 204 年4月 1 日~現在)
洋治(人間福祉学部チャプレン， 198 年 4月~現在)
順(人文学部チャプレン， 198 年 4月~現在)
正子(政治経済学部チャプレン， 205 年 4月 1 日~現在)
一(政治経済学部副チャプレン， 204 年 4月 1 日"'-'205
年 3月31 日)
雅夫(政治政策学研究科長， 204 年 4月 1 日~現在)
安雄(アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科長， 201 年 4月
1 日~現在)
標 宣男(政治経済学部長， 20 年 4月 1 日~現在)
寺田正義(人文学部長， 20 年 4月1 日~現在)
中村磐男(人間福祉学部長， 204 年 4月 1 日~現在)
ウィリアム・ G ・クレーラ(国際センター所長， 198 年4 月1 日
~現在)
(2) 総合研究所組織
総合研究所委員
所長 大木
副所長 飯坂
副所長
委員
倉部地野津小阿菊佐相員員員員員委委委委委
大木
古屋
員員委委
員員昌一員委委委委
所 員
聖学院大学の教員は，全員総合研究所の所員となる(総合研究所規程第 7条)。
日本・アングロアメリカ研究センター，
優(大学院その他，国際金融研究室， 203 年4月 1 日
~現在)
貞(大学院，
速水
有賀
研究所教員
全学教授
授教
IO 
教授
教授
教授
特任教授
特任教授
助教授
助教授
201 年 4 月 1 日~現在)
金子晴勇(大学院，人間学研究室， 20 年 4月1 日~現在)
郡司篤晃(大学院， 198 年 4月1 日~現在)
西川大一郎 (204 年 4月1 日" 204 年 1 月30 日)
員野輝彦(政治経済研究センター国際金融研究室， 205 年 4
月1 日~現在)
鵜沼裕子(大学院，日本研究室， 205 年 4月1 日~現在)
エパート・ D ・オズバーン (SEP ，語学教育研究， 19 年 4月
1 日" 205 年 3月31 日)
森田美千代(大学院，イギリス・アメリカ研究， 20 年 4 月 1
日~現在)
助教授 大津 麦 (20 年 4月1 日" 205 年 3月31 日，現在，首都大
学東京教授)
助教授 深井智朗(組織神学研究センター，大学院， 20 年 4月1 日
" 206 年 3月 31 日)
特任助教授松谷好明(ピューリタニズム研究室，図書館，学部， 20 年
10 月1 日~現在)
助教授 藤原淳賀(組織神学研究センター，学部， 204 年 4月1 日 ~
現在)
助教授 メヘラン・サベット (SLI 所長， SEEP ， SEP ，語学教育研究，
20 年 4月1 日" 206 年 3月31 日)
助教授 ディーン・サザデン (SLI 副所長， SEP ，語学教育研究，大学
院， 201 年 4月1 日~現在)
専任講師 藤掛 明(カウンセリング研究センター， 203 年 4月1 日 ~
専任講師
専任講師
特任講師
特任講師
特任講師
現在)
ブライアン・アシュレー (SLI ，SEP ， 190 年 1月 1 日" 204 
年 3月31 日)
ポール・土戸・シュー (203 年 4月1 日" 204 年 3月31 日)
菅原啓州(児童学研究，学部， 203 年 4月1 日~現在)
ブライアン・バード (SLI 児童英語，語学教育研究， 203 年 4
月1 日~現在)
藤原真知子 (SLI 児童英語，語学教育研究， 203 年 4月1 日 ~
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現在)
助手 竹瀕!香織(カウンセリング研究センター，学生相談室， 205 
年 4月1 日~現在)
客員教授
恒松制治(都市経営研究，大学院， 196 年 1月'" 205 年3月31 日)
佐々木信夫(現代都市研究室，都市経営研究，大学院， 194 年 4月1 日 ~
現在)
中都 章(現代都市研究室，都市経営研究，大学院， 20 年 1月'" 206 
年3月31 日)
岩島 久夫(グロ」パリゼーション研究，日韓現代史研究，大学院， 201 
年 4月1日~現在)
田中 浩(グローバリゼーション研究，ビューリタニズム研究，大学院，
203 年 4月1 日~現在)
山形和美(大学院， 203 年 4月1 日~現在)
田中 豊治(グローパリゼーション研究，大学院， 196 年 4月1 日~現在)
西田 善夫(スポーツ社会学，学部， 196 年4月 1 日~現在)
漬田辰雄(日本研究， 197 年4月 1 日'" 205 年3月31 日)
小林良彰(現代都市研究センター，大学院， 20 年 4月1 日~現在)
康 仁徳(日韓現代史研究センター，大学院， 19 年7月1 日~現在)
池 明観(在外，日韓現代史研究センター， 196 年4月1 日~現在)
小田川興(日韓現代史研究センタヘ学部， 203 年4月1 日~現在)
平山 正実(カウンセリング研究センター，大学院， 20 年 10 月1 日 ~
206 年 3月31 日)
柏木 昭(大学院， 204 年4月 1 日'" 206 年3月31 日)
J. David Reid (在外)
特任研究員
高 高松 (205 年 4月1 日~現在)
潮 匡人(政治経済研究センター， 205 年 4月1 日~現在)
I2 
SLI 講師
Seigakuin Lan guae Institute は 204 年 4月1日から聖学院国際センターの組
織に移動した。したがって総合研究所の組織としての報告は 203 年 4月1日か
ら204 年 3月31 日の期間となる。
所長 メヘラン・サベット
副所長 ディーン・サザデン
講師 ブライアン・バード
講師 ブライアン・アシュレー
講師 藤原真知子(児童英語担当)
委託契約講師 クレイグ・カール (SLI ，SEP) 
委託契約講師 ジョン・プロフェルドーワトソン (SL I)
非常勤講師 カーリン・エアハート(幼稚園，小学校)
非常勤講師 ジョン・クラグストン(小学校)
非常勤講師 ケリー・スティーヴンス(幼稚園，小学校)
委託契約講師パシー・オリビエ(幼稚園，小学校)
委託契約講師 スティーブ・コノリー(小学校)
非常勤講師 スティープン・ボイド(幼稚園)
非常勤講師 ロパート・ディム (SL I)
非常勤講師 ロベルト・ラピーニ (SL I)
Resarch Asistant: RA 
佐藤貴史(グローパリゼーション研究，日本研究， EU 研究， 202 年 4月
1日'" 206 年3月31 日)
猪野正道(カウンセリング研究， 204 年 4月1日'" 206 年 3月31 日)
森島 豊(ニーバー，日韓，ピューリタニズム， 204 年 4月1日~現在)
岩切博史(都市経営，社会保障，地域， 204 年 4月1日~現在)
嶋田 陽子(グローパリゼーション，イギリス・アメリカ研究，英語教育，
204 年 4月1日"'205 年 3月31 日)
小林雅博(日韓研究，語学研究， 205 年4月1日~現在)
柳田 洋夫(公共神学研究，グローパリゼーション，ピューリタニズ、ム，
205 年 4月1日~現在)
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中村 準一(国際金融研究，都市経営研究， 205 年 4月1 日~現在)
松本 周(公共神学研究，日本研究， EU 研究， 205 年 4月1 日~現在)
木村 美里(語学教育研究，日本研究，児童学研究， 205 年 4月 1 日~現
在)
研究技術者
I4 
小林雅博(日韓研究，イギリス・アメリカ研究，語学研究， 204 年 4月
1 日'" 205 年 3月31 日)
村上純子(カウンセリング研究， 205 年 4月1 日~現在)
II 研究活動と研究成果公開
(1)シンポジウム・セミナー・講演会
総合研究所では，研究活動の公開と内外の研究者との学術交流を深めるとい
う目的から，毎年，シンポジウム，セミナー，講演会などの学術研究集会を開
催している。 203 年度から 205 年度にかけて下記のシンポジウムなどを主催
した。
1. 203 年 4月 18 日 学術シンポジウム「政令指定都市の誕生と今後の課題
一一自治区への可能性一一J (会場=大宮ソニツクシティ小ホール)【参加
者 167 名}
基調講演: 森田 朗(東京大学大学院教授)
都市提言: 佐々木信夫(聖学院大学総合研究所客員教授)
パネリスト:青木信之(埼玉県副知事)
市川 宏雄(明治大学大学院教授)
金井利之(東京大学大学院助教授)
永井多恵子(世田谷文化生活情報センター(劇場+生活
工房)館長)
コーディネータ:佐々木信夫
2. 203 年 4月23 日聖学院大学講演会「リーダーが脱線するとき一一職場の
ハラスメントから，家庭崩壊まで，中年期危機の諸相を考える一一J (大
宮ソニツクシティ 601 会議室)【参加者 28 名】
講演者: 平山 正美(聖学院大学総合研究所客員教授)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
3. 203 年 1 月 1日 聖学院大学講演会「慮武鉱政権の対北政策展望一一 6カ
国会談のゆくえと朝鮮半島情勢一一J (池袋サンシャインシティ文化会館
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701 室) [参加者 70 名]
講演者: 康 仁徳(元大韓民国統一部長官，聖学院大学総合研
究所客員教授)
司会・コメンテータ:小田川 興(元朝日新聞編集委員，聖学院大学
総合研究所客員教授)
4. 204 年 2月14 日 国際シンポジウム「東アジアの平和と民主主義一一北
朝鮮問題と日中韓の役割一一J (都市センターホテル 6階 601 会議室) [参
加者 95 名】
基調講演: 朱 建栄(東洋学園大学教授)
パネリスト:康 仁徳(元大韓民国統一部長官，聖学院大学総合研
究所客員教授)
加藤洋一(朝日新聞社外報部次長)
司会: 小田川 興(元朝日新聞編集委員，聖学院大学総合研究
所客員教授)
5. 204 年 4月23 日 聖学院大学都市経営シンポジウム「官から民へ一一協
同参画とまちづくりを考える一一J (産学交流プラザ(彩の国 8番館セミ
ナールーム) [参加者 97 名}
基調講演協同型のまちづくり一一市民と行政の新しい関係J
中井 検裕(東京工業大学大学院社会理工学研究科教
授・社会工学)
事例報告目黒区の協同参画システムの試みJ
川島輝幸(目黒区企画経営部部長)
パネリスト:細野 助博(中央大学総合政策学部兼大学院総合政策研
究科教授)
平 修久(聖学院大学政治経済学部教授)
6. 204 年 5月 14 日 聖学院大学シンポジウム「キリスト者と親子関係J (産
学交流プラザ(彩の国 8番館セミナールーム)【参加者 72 名】
パネリスト:佐藤 誠(私立学校スクールカウンセラー，東京神学
大学非常勤講師)
I6 
吉岡 光人(日本基督教団吉祥寺教会牧師)
平山 正実(聖学院大学総合研究所客員教授，東洋英和
女学院大学人間科学部教授)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
7. 204 年 6月19 日 聖学院大学講演会「アメリカの対北朝鮮政策J (池袋メ
トロポリタンプラザ 12 階会議室)【参加者 107 名]
講演アメリカの対北朝鮮政策」
ヤン・ C ・キム(ジョージ・ワシントン大学名誉教授)
コメンテータ:康 仁徳(元大韓民園統一部長官，聖学院大学総合
研究所客員教授)
コーディネータ:小田川 興(元朝日新聞編集委員，聖学院大学総合
研究所客員教授)
8. .204 年 10 月1 日 聖学院大学講演会「キリスト者と人間関係~心の悩み
を聴く""' J (産学交流プラザ(彩の国 8番館)インフォメーションルーム)
[参加者 84 名)
パネリスト:古川第一郎(南越谷コイノニア教会牧師)
小倉義明(学校法人聖学院副院長，女子聖学院中学高
等学校校長)
平山 正実(聖学院大学総合研究所客員教授，東洋英和
女学院大学人間科学部教授)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
9. 204 年 1 月29 日 聖学院大学国際シンポジウム「第二次世界大戦後の教
育と宗教J (聖学院大学ヴェリタス館・教授会室) [参加者 14 名)
基調講演戦後日本の教育と宗教政策」
田丸徳善(東京大学名誉教授)
パネリスト:ウィリアム・ジョンソン・エパレット
(アンドーヴァー・ニュートン神学大学名誉教授)
フリードリィヒ・ヴィルヘルム・グラーフ
(ミュンヘン大学教授)
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コーディネータ:深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
通訳: 近藤正臣(大東文化大学教授)
藤原 淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
10. 205 年 2月 19 日 聖学院大学国際学術シンポジウム「東アジアの平和と
民主主義一一日韓国交 40 年と日本の針路一一J (都市センターホール会館
6階 606 会議室) [参加者 107 名】
記念講演: 孔 魯明(元韓国外相，翰林大学日本学研究所所長)
基調講演: 木宮正史(東京大学助教授)
パネリスト:孔 魯明(元韓国外相，翰林大学日本学研究所所長)
木宮正史(東京大学助教授)
水野孝昭(朝日新聞政治部次長，元ワシントン特派員)
李 元徳(韓国国民大学教授，東京大学客員教授)
康 仁徳(元大韓民国統一部長官，聖学院大学総合研
究所客員教授)
モデレーター:小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
11. 205 年 3月26 日 聖学院大学総合研究所シンポジウム「グローパリゼー
ションと『日本の神学jJ J (高輪プリンスホテル国際宗教学宗教史会議 19
回世界大会会場 RomA) 【参加者 30 名}
基調講演: 大木 英夫(聖学院大学総合研究所所長，学校法人聖学
院理事長・院長)
パネリスト:大木英夫
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
藤原淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
ディヴィット・オオキ・エーハン(ラグレインジ大学助
教授)
洛 雲海(韓国長老会神学大学校大学院 Ph. D. Candi-
date) 
通訳: 近藤正臣(大東文化大学教授)
12. 205 年 4月 15 日 聖学院大学シンポジウム「悲嘆と信仰J (産学交流プラ
I8 
ザ(彩の国 8番館)セミナールーム)【参加者 86 名】
パネリスト:関 正勝(立教大学名誉教授，聖公会神学院校長)
鵜沼裕子(聖学院大学大学院特任教授，聖学院大学総
合研究所特任教授)
平山 正実(聖学院大学総合研究所客員教授，東洋英和
女学院大学人間科学部教授)
コーディネータ:藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
13. 205 年4月28 日 第2回聖学院大学都市経営シンポジウム「これからの都
市再生一一分権・協働のあり方を考える一一J (大宮ソニツクシティ・小ホ
ール)【参加者 23 名]
主催者挨拶:大木英夫(聖学院理事長，聖学院大学総合研究所長)
基調講演これからの都市像を問う一一都市再生の視点から J
月尾 嘉男(東京大学名誉教授，前総務省総務審議官)
実践講演私の地域づくり 分権改革の実践」
北川 正恭(早稲田大学大学院教授，前三重県知事)
パネルデ、イスカッション:
「これからの都市再生一一分権，協働のあり方」
パネリスト:月尾嘉男(前掲)
北川正恭(前掲)
穂坂邦夫(埼玉県志木市長)
田中 栄治 (NPO 地域交流センタ一代表理事)
平 修久(聖学院大学教授)
コーディネータ:佐々木信夫(本学客員教授，中央大学教授)
14. 205 年 6月24 日 講演会「マックス・ヴェーパーと私の研究史J (聖学院
本部新館)【参加者 39 名]
内田 芳明(横浜国立大学名誉教授)
15. 205 年 9月30 日， 10 月 1 日 聖学院・公共哲学フォーラム(聖学院大学
エルピスホール)【参加者 9月30 日 36 名 10 月1 日 41 名]
テーマ日本における教会の意義と役割の再検討一一公共する教会とは」
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コーディネータ:金 泰昌(公共哲学協働研究所所長)
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
205 年 9 月30 日(金)
開会挨拶: 矢崎勝彦(京都フォーラム事務局長)
プログラム A:
大木英夫(学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学
総合研究所所長)
講演「教会の公共性一一日本における教会の意義と役割(1)カトリック」
高柳俊一(上智大学名誉教授)
ディスカッション司会:藤原 淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
プログラム B:
講演「教会の公共性一一日本における教会の意義と役割 (2) プロテスタント」
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
ディスカッション司会:藤原 淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
プログラム C:
講演「教会の公共性一一日本における教会の意義と役割 (3) 無教会」
村松 晋(聖学院大学人文学部日本文化学科専任講師)
ディスカッション司会:藤原 淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
プログラム D:
シンポジウム「教会の公共性」
コーディネータ:深井智朗
「教会は公共の場としての可能性一一アフリカに学ぶ日本の教会J
上村敏文(ル」テル学院大学助教授)
「教会の公共性・聖公会神学の理解から」
西原 廉太(立教大学文学部キリスト教学科長，助教授)
fli'本質的共同体』としての教会」
藤原淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
ディスカッション司会:藤原淳賀
総合討議司会:深井 智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
205 年 10 月 1 日(土)
プログラム E:
講演 fli'公共する』時空としての教会」
金 泰昌(公共哲学共働研究所所長)
ディスカッション司会:深井智朗
プログラム F:
シンポジウム「宗教の公共性一一教会と社会」
コーディネータ:深井智朗
Part 1 ["企業と教会」
速水 優(前日銀総裁，聖学院大学総合研究所全学教授)
Part 2 ["行政機関(自治体)と教会」
郡司 篤晃(聖学院大学大学院教授)
Part3 ["NPO と教会」
藤田 幸久 (NPO 代表・民主党代議士)
ディスカッション司会:深井智朗
プログラム G:
シンポジウム「日本的共同論と教会」
コーディネータ:藤原淳賀
「公共神学か公共社会論か一一政教分離論の視点から」
森本あんり(国際基督教大学教授)
["CSR (企業の社会的責任)の時代と礼拝共同体=キリスト教の公共
性と大原孫三郎J
東方敬信(青山学院大学教授)
「日本的共同体をめぐって-森有正・和辻哲郎・国学(宣長 )J
清水正之(東京理科大学教授)
総合討論司会:金 泰目(公共哲学共働研究所所長)
閉会挨拶:阿久戸光晴(聖学院大学学長)
16. 205 年 10 月7 日 聖学院大学シンポジウム「スピリチュアリティーとこ
ころの援助J (産学交流プラザ(彩の国 8番館)セミナールーム) r参加者
108 名]
パネリスト:窪寺 俊之(関西学院大学神学部教授，日本ノミストラル
ケア・カウンセリング協会副会長)
近藤勝彦(東京神学大学教授，聖学院大学大学院特任
教授)
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平山 正実(聖学院大学総合研究所客員教授，東洋英和
女学院大学人間科学部教授)
コーディネータ:藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
17. 205 年 10 月29 日 国際シンポジウム「戦後 60 年一一ドイツと日本J (東
京芸術劇場大会議室)【参加者 107 名】
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挨拶: 大木英夫(聖学院理事長・院長)
ヴェルナー・カンベーター(ドイツ連邦共和国大使館参
事官)
プログラム A 戦後 60 年一一ドイツと日本の場合戦後両国はどのような
国家をめざしたのか~
国際政治の視点から一一冷戦・グローパリゼーション
ヴェルナー・カンベーター(ドイツ連邦共和国大使館参
事官)
社会政策・社会保障論の視点から
ハラルト・コンラット(ドイツ・日本研究所学術研究員，
フリードリヒ・エーベルト財団日本代表)
経済政策の視点から一一強い通貨，強い経済
速水 優(前日本銀行総裁，聖学院大学全学教授)
教育システム， とくに教科書問題から
スヴ、エン・サーラ(東京大学大学院総合文化研究科・教
養学部助教授)
宗教政策の問題一一ドイツの場合と日本の場合
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
コメンテータ:真野輝彦(聖学院大学大学院・聖学院大学総合研究
所特任教授)
康 仁徳(聖学院大学総合研究所客員教授，元韓国統
一部長官)
阿久戸光晴(聖学院大学学長)
コーディネータ:深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
プログラム B 戦後両国はどのような国家をめざしたのか，そしてグロー
バル化する世界の中でどのような役割を果たせるのか。その精神的構造を
ふまえて論じる。
「戦後 60 年一一ドイツの場合」
クリストフ・シュヴェーベル(テュービンゲン大学教授)
「戦後 60 年一一日本の場合」大木英夫(聖学院理事長・院長)
コメンテータ:深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
洛 雲海(韓国長老派神学大学院 Ph. D. candidate)
藤原 淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
コーディネータ:深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
同時通訳: 近藤正臣(大東文化大学経済学部教授)
木村綾子(大東文化大学非常勤講師，神田外国語大学
エクステンションコース講師)
閉会挨拶: 古屋安雄(聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ文
化学研究科長)
18. 205 年 12 月17 日 聖学院ポリシー・カレッジ公開討論「行政のアウトソ
ーシングを考える一一官と民，住民の協働とは一一J (産学交流プラザ(彩
の国 8番館)セミナールーム) [参加者 69 名]
小講演: 福嶋浩彦(我孫子市長)
光多長温(鳥取大学教授)
パネルデ、イスカッション:
福嶋浩彦(前掲)
北谷孝和(経済産業省新規産業室長)
光多長温(前掲)
コーディネータ:佐々木信夫(聖学院大学総合研究所客員教授)
19. 206 年 2月 18 日 国際シンポジウム「東アジアの平和と民主主義一一北
朝鮮問題の解決の道を探る J (メトロポリタンプラザ 2階会議室) [参加者
143 名】
基調講演: ヤン・ C ・キム(ジョージワシントン大学名誉教授)
パネル・ディスカッション:
ヤン・ C ・キム(前掲)
金 慶敏(漢陽大学政治外交学科教授)
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中村史郎(朝日新聞外報部次長)
李 庚男(亜細亜大学アジア研究所研究員)
モデレータ:小田川 興(聖学院大学客員教授)
20. 206 年 2月21 日 聖学院大学シンポジウム「キャラクターと子ども・若
者一一持ち歩く現象をめぐって一一J (参加者 74 名】
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講演: 松田 恵示(東京学芸大学教育学部助教授・子ども未来
研究所プロジェクト長))
パネルデ、イスカッション:
松田恵示(前掲)
村山 順吉(聖学院大学人間福祉学部児童学科教授・学
科長・聖学院みどり幼稚園副園長)
山田麻有美(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
司会: 森下みさ子(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
(2) 共同研究
総合研究所では学内外の各教員・研究者のそれぞれの専門分野での研究を重
んじながらそれぞれの研究成果を持ち寄り総合的に研究する「共同研究」を推
進している。
「共同研究規程」に基づき研究代表者から申請された「共同研究計画」を総
合研究所委員会で審議・決定し，各フ。ロジェックトでは年度終了時点で「共同
研究報告書」を提出し総合研究所委員会で成果の評価を実施している。
203 年度から 205 年度までに下記の共同研究プロジェックトが活動しまた
現在も定期的に研究が進められている。なお研究組織は 205 年度のものであ
る。また，研究者の肩書きは発表時のものである。
1 語学教育研究 (203"' 205 年)
英語一貫教育の理論的，実際的研究をし，各学校にその成果を提案すること
を目的とする。対象となる学校の範囲は，全法人とし，英語の一貫教育を総合
的に目指す。理論的，実際的研究の対象を Two-way B i1i ngual Imersion 
Progams に特化し，研究の成果を小学校における英語教育の改善に適用し，
これを幼稚園から大学・大学院にいたる聖学院の英語教育改善に適用してい
〈研究組織〉
寺田正義 聖学院大学人文学部欧米文化学科・教授
江川美知子 聖学院大学人文学部欧米文化学科・教授
R ・D ・バーガー 聖学院大学人文学部日本文化学科・教授
長坂達彦 聖学院大学人文学部欧米文化学科・教授
E.D ・オズパーン 聖学院大学基礎総合教育部・助教授
M. サベット 聖学院大学総合研究所・助教授
B ・バード 聖学院大学総合研究所・講師
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藤原真知子
小 倉義明
村瀬聡子
山下ルミ子
角 田秀明
清水世界
大野 碧
角田芳子
佐藤 d慎
新井裕子
風間美加
島 田尚子
1)研究会
203 年度
聖学院大学総合研究所・講師
女子聖学院中学校・高等学校・校長
女子聖学院中学校高等学校・校長補佐
女子聖学院中学校高等学校・教諭
聖学院中学校高等学校・教諭
聖学院中学校高等学校・教諭
聖学院小学校・校長
聖学院小学校・教頭
聖学院小学校・教諭
聖学院小学校・教諭
聖学院みどり幼稚園・教諭
聖学院幼稚園・教諭
研究会は，駒込・愛恵ビルの 2階20A を主な会場として開催した。
(1) 203 年 5月12 日 「聖学院教育会議英語教育部会アクションプランの確認」
【参加者9名】
(2) 203 年 7月7日 「聖学院中学校・高等学校の英語教育J 【参加者 18 名)
清水世界(聖学院中学校・高等学校教諭)
(3) 203 年 10 月20 日 「“Two-Way Bi1i ngual Imersion Programs" J 【参加者 19
名]
ウィリアム・ G ・クレーラ特別顧問
(4) 203 年 11 月 17 日「女子聖学院中学校・高等学校の英語教育」【参加者 17
名]
村瀬聡子，山下ルミ子(女子聖学院中学校高等学校)
(5) 203 年 2月9日 「聖学院小学校の英語教育の現状J [参加者 29 名】
角田 芳子(聖学院小学校教頭)ほか
204 年度
(1) 204 年 4月26 日 「聖学院みどり幼稚園の英語教育」について【参加者 19
名]
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S .ボイド，風間美加(聖学院みどり幼稚園教諭)
(2) 204 年 5月17 日 「聖学院小学校の新しい英語教育プログラム」について
{参加者 23 名】
W.G ・クレーラ(国際センター所長)ほか
(3) 204 年 7月12 日 「聖学院中学校レベル別クラスの編成の成果J [参加者
19 名】
臼井百合子，倉津明子(聖学院中学校・高等学校教諭)
(4) 204 年 10 月4 日 「小学校から期待される中学校の英語教育J [参加者 21
名】
メヘラン・サベット聖学院大学総合専任講師
(5) 204 年 12 月13 日「聖学院の英語教育プログラム一一小学校から中学校ヘ
の連携について」【参加者 2 名]
メヘラン・サベット (SLI 所長)
寺田正義(聖学院大学教授)
(6) 204 年 1月24 日 「聖学院大学シネマイングリッシユ J [参加者 24 名}
江川美知子(聖学院大学教授)
205 年度
メイス・みよ子(聖学院大学特任講師)
岡田 靖子(聖学院大学特任講師)
(1) 205 年5月30 日 「高校3年生の読解指導J [参加者 18 名】
磯貝 創ー(聖学院中学校・高等学校教諭)
(2) 205 年7月11 日 fW 英語教育年報204 Jlをめぐって」【参加者 2 名]
島田 尚子(聖学院幼稚園)
藤原真知子(聖学院大学総合研究所特任講師)
清水 明子(女子聖学院中学校・高等学校教諭)
清水世界(聖学院中学校・高等学校教諭)
(3) 205 年 10 月24 日 「理論言語学の動向」【参加者 16 名]
福井直樹(上智大学教授)
(4) 206 年 1月30 日 「女子聖学院中学校 1年の英語教育」【参加者 21 名]
菊池真弓(女子聖学院中学校)
加納由美子(女子聖学院中学校)
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Petr Blank (女子聖学院中学校)
N athn Blakesle (女子聖学院中学校)
(5) 206 年 2月20 日「聖学院小学校と中学校の英語教育の連携」【参加者 24 名】
藤原真知子(聖学院大学総合研究所講師)
Brian Byrd (聖学院大学総合研究所講師)
2) 講演会として
203 年 12 月1 日(月) r学校英語教育でほんとうにやらなければならないこと」
【参加者 24 名]
大津由紀雄(慶慮義塾大学教授)
3) ワークショップとして
203 年 12 月20 日
「小学校英語教育」についてのワ」クショップ【参加者 17 名]
マーシャル・ R ・チャイルズ
(富士フェニックス短期大学名誉教授)
203 年 3月25 日'" 26 日
“'A tachment Dynamics and Second Lan guae Le arnig for Elemntary 
Schol Children" [参加者 25 日16 名， 26 日14 名]
カルビン・ジョンストン
(クリスチャン・アカデミー・ジャパン校長)
205 年 3月10 日"'1 日
Teaching Vocabulry in English La nguae Progams" 
[参加者 3月 10 日 30 名， 3月 1 日: 28 名】
ボール・ネーション
(ヴィクトリア大学ウェリントン校教授)
206 年 3月9 日'" 10 日
“Th e Elemnts of Lan guae Curiculm: A Systematic Aproach to Progam 
Devlopmnt" 【参加者 10 日20 名， 1 日13 名】
ジェームズ・ディーン・ブラウン(ハワイ大学教授)
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4) 加藤学園シンポジウムへの参加
204 年 11 月 19 日"' 20 日英語イマージョン教育を実施している沼津市の加
藤学園が主催したシンポジウムに語学研究会からメヘラン・サベット講師を派
遣した。
5) Ii'英語教育年報』の発行
203 年度， 204 年 3月20 日発行， A4 判， 20 頁
204 年度， 205 年 3月20 日発行， A4 判， 156 頁
205 年度， 206 年 3月20 日発行， A4 判， 134 頁
2 グローバリゼーション研究
(第 1期 203 ""' 205 年，第2期 206 ""' 208 年)
本研究では，グローパル化の時代における新しい世界秩序形成の諸条件を政
治・経済・文化の 3つの位相において検討し，グローバルな共同体の形成に際
しては，西洋的価値の優位が避けられないとしても，常に外部に聞かれ，異質
な要素を摂取するグローバル共同体」でなければならない。その理念を基礎付
けることが本研究の最終的目的である。
〈研究組織〉
田中 浩 聖学院大学総合研究所・客員教授
大木英夫 聖学院大学総合研究所長
阿久戸光晴 聖学院大学学長
有賀 貞 聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科・教授
千葉 員 国際基督教大学・教授
田中豊治 聖学院大学総合研究所・客員教授
近藤勝彦 東京神学大学・教授
大津 麦 首都大学東京都市教養学部・教授
梅津順一 聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授
速水 優 聖学院大学全学教授
康 仁徳 聖学院大学総合研究所・客員教授
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真野輝彦 聖学院大学大学院・総合研究所・特任教授
岩島久夫 聖学院大学大学院政治政策学研究科・客員教授
富沢賢治 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科・教授
古屋安雄 聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科教授
森田美千代 聖学院大学総合研究所・助教授
川添未央子 聖学院大学政治経済学部・専任講師
第 1期
(1) 203 年 12 月8日 「現代アメリカの多元主義」【参加者 20 名】
有賀 貞(聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ
文化学研究科・教授)
(2) 203 年 1月19 日 「グローパリゼーションの問題」【参加者 31 名】
大木英夫(聖学院大学総合研究所長)
(3) 203 年 2月16 日 「生命とグローバリゼーション」【参加者 24 名]
田中 智彦(東京医科歯科大学助教授)
(4) 203 年 3月8 日 「グローバリゼーションとキリスト教」【参加者20 名】
ポール・土戸・シュー(聖学院大学総合研究所客員研
究員)
(5) 204 年 4月19 日 「グローバリゼーションと国際金融問題」【参加者25 名】
速水 優(聖学院大学総合研究所全学教授)
員野輝彦(聖学院大学総合研究所特任教授)
(6) 204 年 5月17 日 f21 世紀の安全保障を考える一一ハードキルからソフト
キルヘ」【参加者 15 名】
岩島 久夫(聖学院大学大学院客員教授)
(7) 204 年 6月7 日 「グロ」バリゼーシヨンの政治J
坂本義和(東京大学名誉教授)【参加者 23 名]
(8) 204 年 7 月5日 「時代としてのグローパリゼーション」【参加者 23 名】
伊藤谷登士翁(一橋大学大学院社会学研究科教授)
(9) 204 年 10 月4 日 「宗教とグローパリゼーション」【参加者 15 名】
中野 毅(創価大学教授)
(1 0) 204 年 12 月6日 「経済におけるグローバリズム J [参加者 19 名】
伊東光晴(京都大学名誉教授)
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(11) 204 年 12 月 10 日「グローパリゼーションと中国の対応」【参加者 20 名]
戦 憲斌(清華大学教授)
(12) 205 年 2月21 日 「グローパリゼーシヨンと日本経済」【参加者 14 名】
員野輝彦(聖学院大学大学院教授)
(13) 205 年 3月7 日 「グローパリゼーションと情報J [参加者 15 名】
加藤哲郎(一橋大学教授)
(14) 205 年 5月9 日 「現代市民社会論のグローパルな地平」【参加者 14 名]
川原 彰(中央大学教授)
(1 5) 205 年 6月 20 日 「経済のグローパル化における国際制度形成一一パーゼ
ル合意 (BIS 規制)を事例として一一」【参加者 15 名]
古城佳子(東京大学教授)
(1 6) 205 年 7月4 日 「グローパリゼーションへの対抗理論」【参加者 13 名}
渡辺雅男(一橋大学教授)
(1 7) 205 年 10 月3 日 「グローパル化とグローパルガパナンスをめぐって」
[参加者 15 名]
中谷義和(立命館大学教授)
(18) 204 年 11 月 14 日「グローカル(地球的域)公共哲学の展望・主体・文化・
政治J [参加者 20 名}
小林正弥(千葉大学教授)
(19) 205 年 12 月 5 日 「グローパリゼーションと構造改革J [参加者 12 名】
井戸正仲(早稲田大学教育学部教授)
(20) 205 年 1月 16 日 「ステイト・ネイション・ナショナリズムの関係一一カ
ント『永遠平和のために』の歴史的コンテクスト J
【参加者 21 名]
平子友長(一橋大学教授)
(2 1) 205 年 2月 13 日 「政治的党派性とサプライサイドの福祉政策一一 OECD 諸
国における公的教育投資の予備的分析」【参加者 17 名】
真柄秀子(早稲田大学教授)
講演会として 204 年 11 月23 日に大学と共催で，講演会を開催した。
「グローノてリゼーションと日本の教育改革」
速水 優(聖学院大学総合研究所全学教授)
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3 埼玉県の中枢都市圏形成及び都市政策に関する調査研究
〈研究組織〉
佐々木信夫 聖学院大学総合研究所客員教授・研究代表
大木英夫 聖学院大学総合研究所所長・研究顧問
恒松征治 聖学院大学総合研究所客員教授・研究顧問
中都 写二t EL 聖学院大学総合研究所客員教授・研究顧問・都市制度論
(03 ・04 年度)
平 修久 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科教授・都市及
び地域計画
高端正幸 聖学院大学政治経済学科講師
西川太一郎 聖学院大学総合研究所特任教授 (04 年度のみ)
橘 裕子 埼玉県越谷県土整備事務所開発建築部
稲葉尚子 埼玉県総合政策部改革政策局
北村芳之 埼玉県総合政策部文化振興課
伊東弘道 さいたま市政策企画部企画調整課
吉田亀司 さいたま市企画財政部企画調整課
諸橋秀之 さいたま市保健所
田中正美 埼玉県総合政策部改革政策局
吉永広樹 上尾市企画財政部総合政策課
箕輪信一郎 川越市市長室政策企画課
鈴木 巧 川口市都市計画部都市計画課
石塚正歳 岩槻市総務部人事課
新島光明 桶川市市民生活部自治文化課
坂詰和子 北本市秘書政策室
田中芳樹 アルク設計事務所所長
武津真紀 彩の国さいたま人づくり広域連合自治人材開発センター
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1.都市経営研究会
203 年度
(1) 203 年 6月20 日 「都市計画と公共性」
中井検裕(東京工業大学教授)
(2) 203 年 9月5日 「世田谷区におけるまちづくりの成果と課題」
八頭司達彦(世田谷区助役)
(3) 203 年 10 月 16 日「まちづくりにおける合意形成のあり方」
204 年度
小泉 秀樹(東京大学大学院工学系研究科・工学部助
教授)
(1) 204 年 6月 11 日 fNPM における協働の位置づ、けJ [参加者 19 名】
宮脇 淳(北海道大学法学部研究科教授)
(2) 204 年 7月23 日 「地域経営の考え方一一ローカル・ガパナンスとローカ
ル・マネジメント J [参加者 75 名]
海野 進(富山県職員・中小企業診断士)
(3) 204 年 9月30 日 「志木市における市民と行政の協働」【参加者 13 名]
尾崎誠一(志木市企画部政策審議室主幹)
原藤 光(志木市民委員会会長)
(4) 204 年 11 月 18 日「大和市の市民活動推進条例及び協働事業J [参加者 14
名]
小山祐子(大和市市民活動課副主幹)
川崎民子(大和市協同推進委員)
(5) 205 年 2月25 日 「協働を踏まえた市政改革」【参加者 12 名]
福嶋浩彦(我孫子市長)
205 年度
(1) 205 年 6月 16 日 「地域マネージメントの発想と行政のアウトソーシング」
【参加者 17 名】
川村雅人(三菱総合研究所主任研究員)
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(2) 205 年 7月 27 日 fpp についてJ r参加者 17 名]
光多長温(鳥取大学地域学部教授)
(3) 205 年 10 月 13 日 「わが国の PFr の実践状況と課題」【参加者2 名]
熊谷 弘志 (KPMG ビジネスアシュアランス株式会社
ディレクター)
(4) 206 年 1月 19 日 「市場化テスト法案とそのねらい，課題J r参加者 13 名]
荒川 潤(三菱 UF] リサーチ&コンサルティング主
任研究員)
(5) 206 年 3月2 日 「行政アウトソーシングとコスト分析J r参加者 13 名】
棲井通情(専修大学経営学部教授)
「都市提言」の発表
「政策指定都市への政策提言一一行政区の新しい方向J
203 年 4月， B5 判， 28 頁。
「協働型まちづくりへの提言一一市民と行政の新しい関係」
204 年 4月， B5 判， 15 頁。
「協働による自治体経営についての提言J
205 年 4月， B5 判， 25 頁。
2. まちづくり研究会 (205 年度より)
205 年度
(1) 205 年 9月 2 日【参加者 16 名]
「活動を通じて感じた大切な気付き」
関口いづみ(環境 NGO ちび、つ子探検隊代表)
「身近な自然を知り，親しみ，守る」
高橋絹世(緑と湧き水と流れの会代表)
(2) 205 年 11 月 24 日【参加者 18 名】
「都市マスタープランを起点とした，ゆるやかなネットワークづくり J
片桐 和紀(特定非営利活動法人 NPO くまがや代表理事)
「地域ねこからまちづくり」
野田 静枝 (NPO 法人アニマル・サポート・メイト代表理事)
(3) 206 年 2月8 日[参加者 21 名]
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「近代化遺産を活かしたまちづくり・行田の例」
朽木 宏 (NPO 法人ぎようだ足袋蔵ネットワーク代表理事)
「ホタルを通して見沼田んぼの自然と地域コミュニティの創造」
福本美敬(ホタル再生池保全推進会議会長)
4 グ口ーバリゼーションの文脈における総合的日本研究
(第 1期 196 "-' 198 ，第 2期 19 "-' 201 ，第 3期 20 "-' 204 年)
日本を相対化し，客観化する視座を，グローパリゼーションの文脈におき，
21 世紀における日本の位置づけ，そこにおける日本人の精神的課題を明らか
にすることを目指している。
〈研究組織〉
大木英夫 聖学院大学総合研究所所長
鵜沼裕子 聖学院大学総合研究所特任教授日本研究室長
清水正之 東京理科大学教授
標 宮子 聖学院大学人文学部日本文化学科長
清水 均 聖学院大学人文学部日本文化学科教授
(1) 203 年 6月 24 日 「近世中期儒学の教育思想」【参加者 15 名】
石津靖大(聖学院大学助教授)
(2) 203 年 9月 16 日 「日本の『哲学』を読み解く 「無」の時代を生き抜くた
めに J [参加者 1 名】
田中 久文(日本大学教授)
(3) 203 年 3月9 日 「イデオロギーとしての日本文化からの脱却一一北村透
谷のくゆらぎ〉を軸として」【参加者 13 名]
清水 均(聖学院大学助教授)
(4) 204 年 6月2 日 「鈴木大拙『日本的霊性』をめぐって」【参加者 13 名]
田之倉亮爾(浄土真宗本願寺，浄興寺住職)
(5) 204 年 9月 17 日 「日本文学史における桜花」【参加者 19 名】
岡田 潔(聖学院大学人文学部日本文化学科教授)
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(6) 205 年 2月2 日 「日本の思想における〈公と私，および超越〉一一表現
されることと私秘なるものの関係をめぐって」
[参加者 15 名]
清水正之(東京理科大学教授)
(7) 205 年 7月 18 日 「国学の他者像」について」【参加者 21 名}
清水正之(東京理科大学)
質問者:柳田 洋夫(聖学院大学大学院博士後期課程)
(8) 206 年 1月24 日 fG ・プレスウェイトの活動一一平和問題を中心に」
【参加者 12 名]
黒木 章(聖学院大学教授)
5 大学と地域社会(地域とアソシエーション)研究会
〈研究組織〉
梅 津順一
富 沢賢治
平修久
柴田武男
清水 均
柴 田史子
鈴木美登利
203 年度
聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授
聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科教授
聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科教授
聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授
聖学院大学人文学部日本文化学科教授
聖学院大学人文学部欧米文化学科教授
聖学院大学コミュニティ活動支援センター地域担当
(1) 203 年 5月 14 日 「日本労働者協同組合連合会の事例から」
菊地 謙(協同総合研究所)
岡本章寛(労働者協同組合センター事業団)
(2) 203 年 7月 16 日 「埼玉県上尾市の NPO 協働推進計画の策定について」
高橋 昭 (NPO 法人「あげお未来フォーラム 21J
代表)
(3) 203 年 12 月 17 日「地域社会と大学を結ぶ NPO- コミュニティ活動支
援センターの事例」
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富沢 賢治(聖学院大学コミュニティ政策学科長・教
授)
(4) 204 年2月25 日 「地域と地域をつなぐ」
長津 義春(上尾市戸崎地区まちづくり協議会会長)
須賀 隆夫(宮原駅西口まちづくり協議会会長)
(5) 204 年3月 10 日 「宮原駅西口地域のまちづくりの問題点を明らかにして，
解決策を探る」
高橋秀明(元埼玉県特別秘書)
田中 昇(イエローサブマリン社長)
204 年度
(1) 204 年7月21 日 fli 逆川』に見る地域の環境・景観問題」
須賀 隆夫(宮原駅西口まちづくり協議会会長)
高橋 良(さいたま市会議員)
(2) 204 年 12 月15 日 「宮原駅西口地域のまちづくりマップ」
東内 勝美(東内建築設計事務所・一級建築士)
(3) 205 年 1月24 日 「協働によるまちづくりの手法」
須賀 隆夫(宮原駅西口まちづくり協議会会長)
高橋 良(さいたま市会議員)
東内 勝美(東内建築設計事務所・一級建築士)
6 日韓研究
韓国の韓林大学校日本学研究所と共同で， 1940 年頃から 1950 年の朝鮮戦争
の勃発まで，朝鮮半島の民衆がどのような経験をし 戦後の国家像をどのよう
に描いていたのかを調査・研究する。
〈研究組織〉
康 仁徳 聖学院総合研究所客員教授
小田川興 聖学院大学総合研究所客員教授
岩島久夫 聖学院大学大学院・総合研究所客員教授
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孔 魯明 翰林大学校日本学研究所長
木宮正史 東京大学大学院総合文化研究科助教授
金 賛汀 在日朝鮮人・韓国人史研究家
研究会として
(1) 203 年 4月17 日 座談会「北朝鮮問題をどう解くかJ (朝日新聞社会議室)
李 鍾元(立教大学教授)
伊豆見元(静岡県立大学教授)
朱 建栄(東洋学園大学教授)
和田春樹(東京大学名誉教授)
康 仁徳(聖学院大学総合研究所客員教授)
小田川 興(聖学院大学客員教授)
(2) 204 年 1月28 日 「植民地朝鮮のメディアに表れた日本及び日本人一一新
聞・雑誌が伝える言動J (参加者 18 名】
小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
(3) 204 年 12 月 14 日 「脱北者に聞き取り調査について」【参加者 13 名】
康 仁徳(聖学院大学総合研究所客員教授)
小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
日韓中学術セミナーとして
国際交流基金の「知的交流会議プログラム J の助成を受けて実施した。
(1) 205 年 7月29 日 第 1回日韓中学術セミナー【参加者 30 名]
(北韓大学院国際会議室・ソウル)
挨拶とセミナーの主旨説明北朝鮮の現状と改革可能性」について
康 仁徳(元韓国統一相・聖学院大学総合研究所客員教授)
司会:小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
研究報告:
「北朝鮮の農業改革現状と展望」
南 成旭(高麗大学校人文大学北韓学科助教授)
「北朝鮮経済の市場形成と発展一一ー実態と合意」
梁 文秀(慶南大学北韓大学院助教授)
「金日正体制と日本の対北朝鮮対策」
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鈴木典幸(ラヂオプレス理事) [資料代読]
「中国の改革経験から見た北朝鮮の変化」
朱 建栄(東洋学園大学教授)
コメント北朝鮮の改革可能性」
康 仁徳(前掲)
「脱北者証言に見る北朝鮮住民の生活・人権」
手 洪錫(韓国外国語大学講師)
「北朝鮮農業改革の現況」
李 日築(韓神大学中国地域学部教授)
総括と提言:小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
(2) 205 年 1 月18 日 第 2回日韓中学術セミナー
「北朝鮮の改革可能性一一中国の改革との比較を中心に」【参加者 39 名}
(聖学院本部新館 2階会議室)
挨拶:大木英夫
(学校法人聖学院理事長・院長，聖学院大学総合研究所長)
康 仁徳
(財圏法人極東問題研究所所長，元韓国統一相，慶南大学
北韓大学院特別教授，聖学院大学総合研究所客員教授)
学術セミナー「北朝鮮の改革可能性一一中国の改革との比較を中心に」
司会:小田川 興(聖学院大学総合研究所客員教授)
「北朝鮮の最近の食糧事情と配給制復活の意味」
南 成旭(前掲)
「中朝貿易から見る北朝鮮経済の現状」
鈴木典幸(前掲)
「中国の改革開放政策は北朝鮮にとって参考になりうるか」
朱 建栄(前掲)
「北朝鮮での市場の形成と発展一一実体と合意」
梁 文秀(前掲)
「中国と北朝鮮の経済関係」
李 虎男(亜細亜大学アジア研究所研究員)
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7 組織神学研究センター
現代神学者の思想を取り上げ自立した神学思想、を形成するためのキリスト教
弁証学を検討する。
〈研究組織〉
深井智朗 聖学院大学総合研究所助教授
大 木 英夫 聖学院大学総合研究所所長
古屋安雄 聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科教授
千葉 員 国際基督教大学教養学部教授
東方敬信 青山学院大学経済学部教授
藤原淳賀 聖学院大学総合研究所助教授
森本あんり 国際基督教大学教養学部教授
徳田 信 東京大学大学院相関社会学研究科生
西原廉太 立教大学文学部キリスト教学科助教授
田上雅徳 慶応義塾大学法学部助教授
①ラインホールド・ニーバー研究 (203 年"-' 204 年)
(1) 203 年 6月 10 日 f Ii' N ature and Destiny of Man ，Vo 1. 2J1について 1J [参加
者 12 名】
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
(2) 203 年 7月14 日 fli' Nature and Destiny of Man ，Vo 1. 2J について JI IIJ 
[参加者 12 名]
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
(3) 203 年 10 月28 日 「ニーパーの恩寵論JJ 【参加者 12 名}
久保島理恵(聖学院大学非常勤講師)
(4) 203 年 3月30 日 「書籍合評会」【参加者 10 名]
西谷幸介(東北学院大学教授)
(5) 204 年 4月 28 日 fH ・リチヤード・ニーパーにおけるラインホールド・
ニーパーの歴史理解J 【参加者 12 名】
藤原淳賀(聖学院大学総合研究所助教授)
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(6) 204 年 5月26 日 rR ・ニーパーにとっての『信仰と歴史.ll， H ・R ・ニー
パーにとっての『信仰と歴史.ll J [参加者 12 名}
深井智朗(聖学院大学総合研究所助教授)
(7) 205 年 2月8 日 「ラインホールド・ニーパ」のソーシャルワーク観」
【参加者 1 名]
西川 淑子(龍谷大学社会学部助教授)
②公共神学研究
(1) 205 年 5月2 日 「日本の神学についてJ [参加者 24 名]
森本あんり(国際キリスト教大学教授)
古屋安雄(聖学院大学大学院教授)
潮 匡人(聖学院大学総合研究所特任研究員)
(2) 205 年 6月21 日 「新約聖書における平和:公共神学としての平和 (Peac
in the N ew Testamn t: Peac as Public Th eolgy J J 【参
加者 2 名]
Wilard Swartley (profesor of New Testamn Menoit 
Biblical Seminary ， Elkhart ， Indiana) 
(3) 205 年 7月11 日 「アジアの神学J [参加者 16 名}
森本あんり(国際キリスト教大学教授)
(4) 205 年 1 月29 日 rp ・T ・フオーサイスにおける歴史の神学一一神義論
を中心として J (公共神学研究会との共同開催)【参加
者 15 名]
高 高松(聖学院大学総合研究所特任研究員)
8 EU 研究
EU 統合の実態を歴史的，文化的な比較的方法を持って正確に理解し，日本
のEU 政策への提言も目標にして研究を進める。
〈研究組織〉
大木雅夫 聖学院大学大学院政治政策学研究科長・教授
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虞 渡清吾 東京大学社会科学研究所・教授
滝沢 正 上智大学法学部・教授
中 村民雄 東京大学社会科学研究所・教授
須 網隆夫 早稲田大学法学部・教授
郡 司篤晃 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科・教授
大 藤紀子 独協大学法学部助教授
有賀 貞 聖学院大学大学院アメリカ・ヨーロッパ文化学研究科・教授
安 部圭介 成際大学法学部助教授
佐 藤義明 広島市立大学広島平和研究所助手
手 仁河 聖学院大学基礎総合教育部・専任講師
(1) 203 年 5月 16 日 「ヨーロッパ市民は何語で、政治を語れるか?一一政治の
言語と言語の政治」【参加者9名】
中村 民雄(東京大学社会科学研究所教授)
(2) 203 年 7月 1 日 fEU における憲法条約制定の意義J [参加者 9名]
須網 隆夫(早稲田大学法学部教授)
(3) 203 年 10 月 10 日 fEU の東方拡大とそれに関連する問題一一 EU はどこ
まで拡大するかJ [参加者 1 名]
鈴木輝二(東海大学教授)
(4) 204 年 2月20 日 fEU における難民・移民法の共同体化J [参加者 1 名]
広渡清吾(東京大学教授)
(5) 204 年 5月28 日 「主権・国民・民族・ EU とロシアJ [参加者 13 名】
渋谷謙次郎(神戸大学大学院教授)
(6) 204 年 7月1 日 fEU 憲法とポーランド」【参加者 15 名]
鈴木輝二(東海大学教授)
(7) 204 年 10 月8 日 「欧州憲法条約憲法か?条約か?それとも… ?J [参
加者 13 名]
中村 民雄(東京大学社会科学研究所教授)
(8) 205 年 5月 13 日 fEU における言語問題J [参加者 1 名]
大木雅夫(聖学院大学大学院教授)
(9) 205 年 7月1 日 「二重の立憲主義再考一一アメリカ法の視座」【参加者
13 名]
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安部圭介(成路大学助教授)
(10) 205 年 9月 20 日 「国際人道法と国際人権法一一欧州人権裁判所の判例を
通して一一J [参加者 12 名]
手 仁河(聖学院大学基礎総合教育部特任講師)
(1) 205 年 10 月21 日「フランスによる欧州連合憲法条約の否決一一国内的側
面一一J [参加者 10 名】
滝沢 正(上智大学法学部教授)
「欧州憲法条約の検討一一主権・立憲主義・民主主義の
観点から 」
須網 隆夫(早稲田大学法学部教授)
(1 2) 205 年 1 月25 日「ヨーロッパ社会モデル一一現状と課題」【参加者 1 名】
ハラルト・コンラット(ドイツ・日本研究所学術研究
員/フリードリヒ・エーベルト財団日本代表)
(13) 206 年 3 月3 日 fEU 競争法の動向一一近時の改正を中心として」【参加
者 1 名】
多田 英朗(東洋大学法学部専任講師)
9 カウンセリング研究
〈研究組織〉
平山正実 聖学院総合研究所客員教授・研究代表
藤掛 明 聖学院大学総合研究所専任講師・代表補佐
賀来周一 キリスト教カウンセリングセンター相談所長
伊藤秀子 ]AL (日本航空)健康保険組合メンタルヘルス講師健康心
理士
村上純子 学校カウンセラー 臨床心理士
秋山淳子 北千住旭クリニック 臨床心理士
窪寺俊之 関西学院大学神学部教授 04 年度より
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①キリスト者のメンタルヘルス研究
203 年度
(1) 203 年 12 月 17 日 「キリスト者のメンタルヘルス一一家族をめぐる症例」
[参加者 5名]
204 年度
平山正実(聖学院大学総合研究所客員教授)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
賀来 周一(キリスト教カウンセリング相談所長)
(1) 204 年 7月30 日 「神学生の意識調査」【参加者 10 名】
205 年度
高橋 克樹(豊島岡教会牧師・日本聖書神学校総務部長)
平山 正実(聖学院大学総合研究所客員教授)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(1) 205 年 6月6 日 「神学生の心理研究一一アンケート結果の一次報告」
②牧会心理研究
203 年度
【参加者5名]
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(1) 203 年 9月25 日 「教会における人格障害の事例について J [参加者 9名]
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(2) 204 年 1月29 日 「信徒家族が死別体験をしたときの牧師としてのケア」
【参加者 11 名】
岩井基雄(清瀬福音自由教会牧師)
204 年度
(1) 204 年 5月20 日 「牧師のメンタルヘルス J 【参加者 12 名]
猪野正道(上尾福音教会牧師)
(2) 204 年 9月2 日 「主管牧師交代によって生じた問題J [参加者 11 名]
杉崎 弘(桐生キリスト教会牧師)
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(3) 204 年 11 月25 日 「牧師と信徒のコミュニケ」ションギャッフ。についてJ
【参加者 9名]
根田祥一(百万人の福音編集長)
(4) 205 年 2月24 日 「女子中学生(不登校)の教会内における問題行動への
対処について」【参加者9名]
205 年度
(1) 205 年 6月2 日
(2) 205 年 9月8日
野瀬裕志(川越福音自由教会牧師)
「牧師がカウンセラーを利用するときにおきる諸問題」
【参加者 11 名]
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
「結婚生活に問題を抱えている夫婦への牧会についてJ
[参加者 9名】
高橋正則(浦和福音自由教会副牧師)
(3) 205 年 12 月8日 「牧師としての諸経験 1 J 【参加者 10 名]
坂野 慧吉(浦和福音自由教会牧師)
(4) 206 年 2月2 日 「牧師としての諸経験 11 J [参加者 8名]
③非行臨床研究
203 年度
坂野慧吉(浦和福音自由教会牧師)
(1) 203 年 5月31 日 「非行事例の捉え方とその記録方法について」【参加者 5
名}
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(2) 203 年 6月28 日 「行為障害の診断を受けた 16 歳・男子非行少年の事例」
【参加者5名】
(3) 203 年 8月30 日 「スクールカウンセラーによる学校でのケースマネージ
メント~ストーカーのように女性教師に迷惑メールを
送り続けた男子中学生の事例J 【参加者 7名】
内田浩之(東亜大学大学院)
(4) 203 年 10 月25 日 rlF出会い系サイト』で知り合った女性に対する性犯を
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公開 45 
起こした事例J [参加者 6名}
(5) 203 年 12 月6 日 「改善が見られないまま終局した事例J [参加者 6名]
(6) 204 年 2月21 日 「最近の非行から見えてくるもの」【参加者 6名】
津田 豊(東京拘置所)
204 年度
(1) 204 年 7月 10 日 fli'いきなり型』の重大事犯に至った高校生の事例 J [参
加者 6名】
池田 忠義(東北大学文学部講師)
(2) 204 年 1 月20 日 「保護観察事例報告一
【参加者 6名]
205 年度
(1) 205 年 7月2 日 「事例群全体の検討 1J [参加者 6名]
津田 豊(浦和少年鑑別所所長)
(2) 205 年 8月 27 日 「事例群全体の検討 2J 【参加者 5名]
津田 豊(浦和少年鑑別所所長)
(3) 205 年 1 月 12 日 「事例群全体の検討 3J 【参加者 5名]
津田 豊(浦和少年鑑別所所長)
(3) 206 年 1月28 日 「各種病理と非行・犯罪臨床J [参加者 6名)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
④描画テスト研究
203 年度
(1) 203 年 5月21 日 「大学生データと発達調査J [参加者 5名】
佐々木千鶴子(東北福祉大学)
(2) 203 年 7月 25 日 「摂食障害患者の『雨の中の私』画J [参加者 6名]
吉村 由未(相模原児童相談所)
(3) 203 年 9月 19 日 「屋内画の r雨の中の私』画」【参加者 4名]
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藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(4) 203 年 11 月28 日 「教育相談事例の『雨の中の私』画 1J 【参加者 6名]
玉置信子(中学・高校スクールカウンセラー)
(5) 204 年 1月9日 「教育相談事例の『雨の中の私』画 2J 【参加者 6名]
玉置信子(中学・高校スクールカウンセラー)
(6) 204 年 3月5 日 「病院臨床で行っている『雨の中の私』画」【参加者 6
名】
佐藤徹也(埼玉県立精神保健福祉センター)
204 年度
(1) 204 年 6月18 日 「凶悪事件をおこした 14 歳非行少年の『雨の中の私』画J
【参加者6名】
⑤発達障害研究
204 年度
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
「描画課題としての雨の中の私画の有効性」
吉村 由未(相模原児童相談所)
(1) 204 年 5月27 日 「なぜ、今高機能広汎性発達障害なのかJ [参加者 6名]
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
竹沸j 香織(聖学院大学学生相談室インテーカー・カ
ウンセラー)
(2) 204 年 7月27 日 「相談事例より J [参加者 5名】
竹淵 香織(聖学院大学学生相談室インテーカー・カ
ウンセラー)
(3) 204 年 10 月21 日 「高機能広汎性発達障害とはJ [参加者 5名】
竹測 香織(聖学院大学学生相談室インテーカー・カ
ウンセラー)
藤掛 明(聖学院大学総合研究所専任講師)
(4) 205 年 1月20 日 「アスペルガー症候群とは ?J 【参加者 6名]
橋本貴裕(聖学院大学学生相談室カウンセラー)
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205 年度
(1) 205 年 11 月24 日 「最近の事例紹介J [参加者 4名】
竹測香織(聖学院大学学生相談室インテーカー・カ
ウンセラー)
(2) 206 年 3月8 日 「発達障害者の視点、を知る(アスペルガー症候群と描画」
【参加者 3名】
10 ビューリタニズム研究
ビューリタニズム本来の教会と神学を焦点にして 一次資料の解明やスコッ
トランドやアングリカニズムとの関連をも視野に入れ，本学設立の理念を深め
る研究をすすめ，日本におけるピューリタニズム研究のセンターを目指す。
〈研究組織〉
松 谷好明 聖学院大学総合研究所特任助教授
大 木英夫 聖学院大学総合研究所所長
大津 麦 首都大学東京教授
佐 野正子 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科専任講師
今 関恒夫 同志社大学文学部教授
高 高松 聖学院大学総合研究所特任研究員
青 木道彦 川村学園女子大学非常勤講師
森田美千代 聖学院大学総合研究所助教授
梅 津順一 聖学院大学政治経済学部政治経済学科教授
山本信太郎 立教大学大学院
(1) 203 年 5 月19 日 「イングランド国民のための第一弁護論および第二弁護
論」【参加者28 名}
大木英夫(聖学院大学総合研究所所長)
新井 明(和学園大学学長)
野呂 有子(日本大学教授)
(2) 203 年 6月30 日 「パクスターと『愛の共同体JJJ [参加者 15 名】
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梅津順一(聖学院大学教授)
(3) 203 年 9月30 日 「アングリカニズムと VIAMEDIA- リチヤード・ブツ
カーのビューリタニズムの理解を中心に」【参加者 12
名]
(4) 204 年2月10 日 「ニューイングランド・ピューリタニズムご回心中心的
福音主義一一大覚醒期を中心に一一」【参加者 11 名]
増井志津代(上智大助教授)
(5) 204 年 5月31 日 「政教分離とピューリタニズム」【参加者 2 名]U イギ
リス・アメリカ文化の学際研究」と合同で開催。)
大西直樹(国際基督教大学教授)
(6) 204 年7月 12 日 「ジョン・オウエンのコングリゲーショナリズムについ
て一-1650 年代を中心に J r参加者 11 名]
佐野正子(聖学院大学専任講師)
(7) 204 年 7月 14 日 「大覚醒とアメリカの宗教伝統J r参加者 16 名】 uイギ
リス・アメリカ文化の学際研究」と合同で開催。)
森本あんり(国際基督教大学教授)
(8) 205 年 1月 18 日 f17 世紀イングランドにおける教会統治論争の研究
ウエストミンスター教会統治規程およびサヴォイ綱領
のテキストとコンテキストを中心に J r参加者 17 名}
松谷好明(聖学院大学総合研究所特任助教授)
(9) 205 年 5月30 日 「非国教主義プロテスタント成立の神学的意図 パプ
テスト派創設を中心にしてJ r参加者 15 名)
森島牧人(関東学院大学教授)
(1 0) 205 年7月 12 日 「ホップズとピューリタニズム J r参加者 18 名]
田中 浩(聖学院大学総合研究所客員教授)
(11) 205 年9月27 日 「トマス・カートライトについて」【参加者 18 名]
松谷好明(聖学院大学総合研究所特任教授)
(12) 205 年 11 月29 日 fp ・T ・フオーサイスにおける歴史の神学一一神義論を
中心として J (公共神学研究会と共同開催)【参加者 15
名]
高 寓松(聖学院大学総合研究所特任研究員)
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11 <児童〉における総合人間学の試み
〈研究組織〉
村山順吉 聖学院大学人間福祉学部児童学科教授 研究代表
菅原啓州 聖学院大学総合研究所特任講師 研究代表補佐
森下みさ子
窪田恭子
鈴木 明
石津靖大
山田麻有美
松本祐子
喜田 敬
相川徳孝
中田美子
204 年度
聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授 研究代表補佐
聖学院大学人間福祉学部児童学科教授('"" 04) 
大東文化大学スポーツ・健康科学部教授 (05'" ) 
聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授
聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授
聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授
聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授
聖学院大学人間福祉学部児童学科専任講師
聖学院大学人間福祉学部児童学科特任講師('"" 04) 
聖学院大学人間福祉学部児童学科非常勤講師 (05)
(1) 204 年 4月1日 「階段の途中で一一身体性についての試論」【参加者 12
名}
菅原啓州(聖学院大学総合研究所特任講師)
(2) 204 年 4月21 日 r< 子ども〉をめぐる研究の視角 J [参加者 10 名]
森下みさ子(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
(3) 204 年 6月23 日 rg つの色j 【参加者 17 名]
駒形克巳(グラフィックデザイナー・絵本作家)
(4) 204 年 11 月24 日 「サイコドラマとは何かJ [参加者 10 名】
山田麻有美(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
205 年度
(1) 205 年 6月2 日 rli'ものぐさ太郎』考」【参加者 14 名】
菅原 啓州(聖学院大学総合研究所特任講師)
rli'保』の字形について」
石津靖大(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
(2) 206 年 1月 18 日 「持ち歩く現象をめぐって」【参加者 13 名]
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ラウンドテーブル
森下みさ子(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
山田麻有美(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
松本祐子(聖学院大学人間福祉学部児童学科助教授)
(3) 206 年 3月14 日 「東横短大附属子育て支援センター『ピッピ』見学お
よび、解説J 【参加者9名]
小川 清美(東横学園女子短期大学教授)
12 国際金融研究
〈研究組織〉
速水 優 聖学院大学総合研究所全学教授・研究代表
真野輝彦 聖学院大学総合研究所特任教授・代表補佐
阿久戸光晴
柴田武男
石部公男
梅津順一
大森達也
富沢賢治
鈴木真実哉
阿部 d申~'、
中島 智
大井洋文
太田篤賓
205 年度
聖学院大学学長
聖学院大学政治経済学部教授
聖学院大学政治経済学部教授
聖学院大学政治経済学部教授
聖学院大学政治経済学部教授
聖学院大学政治経済学部教授
聖学院大学政治経済学部助教授
ホッカイエムアイシー(株)代表取締役
中央会計事務所所長
埼玉経済同友会専務理事
上尾商工会議所専務理事
(1) 205 年 5月 7 日 「速水優著『強い円，強い経済』をめぐって」【参加者
26 名]
速水 優(聖学院大学全学教授，前日銀総裁)
真野輝彦(聖学院大学総合研究所特任教授)
柴田 武男(聖学院大学政治経済学部教授)
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(2) 205 年 5月18 日 計画会【参加者 11 名】
速水 優(聖学院大学全学教授，前日銀総裁)
真野輝彦(聖学院大学総合研究所特任教授)
(3) 205 年 6月15 日 「金融緩和政策は有効か一両建て経済論からの疑問一」
[参加者 17 名】
柴田 武男(聖学院大学政治経済学部教授)
(4) 205 年 7月20 日 r Glo balization とわが国金融システムの変化J (参加者
16 名]
真野輝彦(聖学院大学総合研究所特任教授)
(5) 205 年 9月21 日 r21 世紀 国際金融の現状と未来J (参加者 15 名】
鈴木真実哉(聖学院大学政治経済学部教授)
(6) 205 年 10 月19 日「対外・内外直接投資から見た日本経済の国際化一一円
の国際化を考える一一」【参加者 18 名]
大森達也(聖学院大学政治経済学部教授)
(7) 205 年 11 月 16 日 「市場統合と社会統合一-EU の事例を中心に一一」【参
加者 14 名}
富沢 賢治(聖学院大学コミュニティ政策学科教授)
(8) 205 年 12 月21 日 「中国経済の問題点」【参加者 17 名]
石部公男(聖学院大学コミュニティ政策学科教授)
(9) 206 年 1月 11 日 「金融市場と情報一一市場倫理の観点から」【参加者 13
名]
梅津順一(聖学院大学政治経済学科教授)
(10) 206 年 2月 15 日 「市場経済の倫理的基礎づけ一一現代経済倫理の根本間
題一一J (参加者 14 名】
阿久戸光晴(聖学院大学学長)
13 イギリス・アメリカの文化に関する学際的研究
イギリス・アメリカの文化の諸相を理解することを目的として，特定のテー
マのもとに，多彩な視点，手法を用いた学際的な拡がりをもっ研究を行った。
203 年度はイギリス・アメリカの文化におけると」をテーマとし， 204 年
52 
度はイギリス・アメリカの歴史J に重点を置いた研究となった。
〈共同研究プロジェクト・チームの構成員・協力者の所属及び氏名〉
古屋安雄 聖学院大学院教授・研究代表
森田美千代 聖学院大学総合研究所助教授
柴田史子 聖学院大学人文学部欧米文化学科助教授
ディーン・ウォレン・サザデン 聖学院大学総合研究所専任講師
近藤存志 聖学院大学人文学部欧米文化学科専任講師
研究会の開催と研究報告
第 1回 203 年 4月 14 日「なぜ，アングロ・アメリカか ?J 報告者 古屋安
雄
研究会報告森田美千代 聖学院大学総合研究所 N ewsleter 13-1 ， 
p.35. 
第 2回 203 年 7月7 日「アメリカ外交の論理と心理一一伝統と現状」報告者
有賀 貞
研究会報告佐藤貴史 Newsle 仕er13-3 ，p.2
第 3回 203 年 10 月27 日「イギリスにおける文化とキリスト教」報告者 山
形和美
研究会報告嶋田陽子 Newsle 阪 r13-4 ふ24
第 4回 203 年 12 月 15 日 fli'市民宗教』を通して考えるアメリカ政教関係の
歴史と課題」報告者佐藤圭一
研究会報告佐藤貴史 Newsle 仕er13-4 ，p.17 。
研究成果佐藤圭一「アメリカにおける『市民宗教』の機能と史的
展開J Ii'聖学院大学総合研究所紀要』第 29 巻， 11 0- 139 頁。
第 5回 204 年 5月31 日「政教分離とピューリタニズ、ム」報告者大西直樹
研究会報告小林雅博 Newsleter1 4- 2，p.17 。
研究成果 大西直樹「初期アメリカにおける政教分離と信教の自由」
『聖学院大学総合研究所紀要JI 32 号， 197 頁
第 6回 204 年 7月14 日「大覚醒とアメリカの宗教伝統」報告者森本あんり
研究会報告小林雅博 Newsleter1 4- 4，p.10 
研究成果森本あんり「ジョナサン・エドワーズと『大覚醒JI J Ii'聖学
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公開 β 
デザイン」報告
院大学総合研究所紀要.n 31 号， 340 頁。
204 年 10 月 18 日「理性と経験の時代の美術，建築，
者近藤存志。
研究会報告嶋田陽子 Newsl 仕er1 4- 4，p.l 
205 年 1月 17 日「へンリー・ジェイムズのアイデンティテイ」報告
者藤野早苗
研究会報告嶋田 Newsl 仕er14 圃5，p.36 陽子
第 7回
第 8回
ジョン・ロックの「政治哲学」とそれを支える福音理解 (203 年度終了)
一一ロック「パウロ書簡注解』の翻訳とロック思想の再構成
(第 1期 195" 197 年，第 2期 198 年"" 20 年，第 3期 201 年 ~
203 年)
14 
203 年度は『パウロ書簡注解』のうちエペソ人への手紙注解」
解釈に取り組んだ。
203 年度で 195 年度に開始された本プロジェクトは終了し，後日，この研
究成果は，ジョン・ロック「パウロ書簡注解』として聖学院大学出版会から刊
行される。
の翻訳と
聖学院大学総合研究所助教授
日本大学文理学部教授
聖学院大学特任講師
聖学院大学政治経済学部専任講師
〈研究組織〉
大津 麦
野呂有子
相津
川添未央子
麦麦麦麦麦
ジョン・ロックの「エペソ人への手紙注解」大津
ジョン・ロックの「エペソ人への手紙注解」大津
ジョン・ロックの「エペソ人への手紙注解」大津
ジョン・ロックの「エペソ人への手紙注解」大津
ジョン・ロックの「エペソ人への手紙注解」大津
① 203 年 6月3 日
② 203 年 7月8 日
③ 203 年 7月29 日
④ 203 年 10 月 30 日
⑤ 204 年 1月 17 日
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15 人口減少期における自治体行政のあり方に関する調査研究
(20 "-'203 年度) (203 年度終了)
〈研究組織〉
平 修久 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科教授
富沢賢治 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科教授
西浦定継 明星大学理工学部土木工学科助教授
児玉博昭 白鴎大学法学部専任講師
馬場 健 聖学院大学政治経済学部コミュニティ政策学科専任講師
桑野 斉 財団法人地方自治研究機構研究員
金城雄一 財団法人地方自治研究機構研究員
渡辺邦雄 富士見市役所建築部
荒 井照男 北本市役所総務部企画財政課
諸 敦夫 秩父市役所経済部工業振興課
① 203 年 4 月 40 日 人口減少に対する自治体の意識の把握及び分析
② 203 年 7 月4 日 人口減少に伴う行政課題の整理，体系化
③ 203 年 10 月 30 日 行政課題への取り組み方策の検討
④ 204 年 1月29 日 研究のまとめ
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(3) I聖学院大学総合研究所紀要」目次
(年間 3号発行， A5 判並製， 27 号から 35 号まで)
紀要 27 号 (570 頁)
序 一一夢のデモクラティックな連帯一一
『哲学者と法学徒との対話』を読む
基調講演東アジアの平和と民主主義
シンポジウム 東アジアの平和と民主主義
大木英夫
田中 浩
池 明観
池 明観他
二一世紀の東北アジアとキリスト教 慮 貞絃/洛雲海訳
GHQ の宗教政策について
イギリス風景画における「自然」の表現
ホーレス・プッシュネルの反女性参政権論
科学と技術の市場についての神学史的考察
「宗教の市場化」というメタファーとゼクテ論
非行と家族機能との関連について
深井智朗
荒川裕子
森田美千代
深井智朗
深井智朗
藤掛 明
フィリップス・ファン・ライデンの『君主国家論』における都市観
高倉徳太郎神学における「福音的キリスト教」
変動する社会環境と自治体改革
Devloping a Criterion-referenced Test 
Teaching Li stening In EFL Clases 
20 年度修士論文テーマ一覧
紀要28 号 (456 頁)
序文実にアイロニカル一一今の日米関係
田中史高
崖嫡
槍森隆
Mehran Sabet 
Dean Waren Sotherden 
大木英夫
欧州連合 (EU) とNATO の東方への拡大による欧州図の変化鈴木輝一
「憲法的伝統」と超憲法性 (supra-constitutionalite) 大藤紀子
シンポジウム・政令指定都市の誕生と今後の課題 森田 朗他
56 
H. リチヤード・ニーパーのアメリカ文化論 安酸敏員
いわゆる「政治的なもの」と終末論 深井智朗
トマソン・コレクションの全体像 松谷好明
使い果たされたパラダイム アンドレアス・ゲーベル/森川剛光訳
【解説}パラダイムはパラダイムの限界を診断することが出来るか?
土方透
ホーレス・ブッシュネル「キリスト教養育』第八章翻訳 森田美千代
フオーサイスとエイレナイオス 高 寓松
フランツ・ローゼンツヴァイクの観念論批判 佐藤貴史
Intemationalizng Education In J apn Dean Waren Sotherdn 
百le Shifting pardigm:Towards a person-centerd ESL sylabus Cli 宜ord Gibson 
Sociopsycholgical Factors of Bilingual Devlopmnt Roberto Ra bini 
紀要29 号 (44 頁)
巻頭言 グローパル化社会での信頼の基本
グローバル化と多文化主義の中のアメリカ
リスポンシプル・グローパリゼーション
二一世紀のキリスト教とグローパリゼーション
九鬼周造におけるニヒリズムと目的論
アメリカにおける「市民宗教J の機能と史的展開
ジョン・ロック著『エペソ人への手紙注解』
阿 久 戸 光 晴
有賀 貞
大木英夫
シュー土戸ポール
田中久文
佐藤圭一
相津一・大津麦・川添美央子・野呂有子訳
ウィリアム・クラーク卿手書き文書 (1640-164) への手引き(翻訳)
松谷好明訳
マルティン・ラーデ『キリスト教世界』と公共神学の課題
クリストフ・シュベーベル/松谷好明訳
マルティン・ラーデとカール・バルト一一対話する神学者たち
クリストフ・シュベーベル/松谷好明訳
人口減少と行政などの対応について 平 修久
H. Ri chard Niebuhr andJoh Howard Yoder1:τbeolgy of Culture 
Atsuyoshi Fujiwar 
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公開 57 
τbe Perpetuation Of Christian Beliefs Th roughτbe Am ish In Am erica 
Dean Sotherdn 
Twen 勾T First Century Christianity and Globalization Paul Tsuchido Shew 
紀要29 号別冊 (290 頁)
序 大津 麦
グローバリゼージョン時代におけるパブリック・セオロジーと
ポリテイカル・エコノミー マックス・ L ・スッタクハウス/相津ー訳
近代「市民」の文化的基礎 スティーヴン・カールパーク/大津麦訳
現代アメリカにおける市民社会，国家および宗教
マックス・ L ・スッタクハウス/相津ー訳
アメリカにおける市民的領域 スティーヴン・カールパーク/大津麦訳
アメリカの市民と日本の「市民」 古矢 旬
国際シンポジウム「市民」とは何か
国際セミナー「市民」とは何か
紀要30 号 (46 頁)
巻頭言「国籍離脱の自由」の反語的意義
マックス・ L ・スッタクハウス他
マックス・ L ・スッタクハウス他
一一東アジア社会のグローバル化の源流との関連において一一
阿久戸光晴
グローバリゼーションと国際金融問題 速水 優・員野輝彦
国際シンポジウム 東アジアの平和と民主主義
一一北朝鮮問題の役割と日中韓の役割一一
朱建栄・康仁徳・加藤洋一・小田川興
EU における移民・難民法の動向
一一「国際人流と法システム J の一考察一一 広渡清吾
キリスト教信仰を有する日本人夫婦の葛藤に関する臨床的検討
一一悶法および双対尺度法による問題点の抽出一一
藤掛 明・平山正実
58 
ニューイングランド・ピューリタニズムと回心中心的福音主義
一一第一次大覚醒へ向けて一一 増井志津代
二本の木は一本の木とされた 1?
一一長老派と会衆派による《合意項目~ (百 le Heads of Agr emnt ，169 1) 
の歴史神学的考察一一 松谷好明
フランツ・ローゼンツヴァイクの苦悩
一一キリスト教，ユダヤ教，そして世界史一一 佐藤貴史
ジョン・ウェスレーにおける心の宗教
一一義認と聖化をめぐって一一 松本靖子
わが国の法人税法における役員賞与課税に関する一考案 菅原美帆
Gaing a Beter Understandig of Our Students Mehran Sabet 
Th e Ninetnth-Cntury N ew Englad Religious Th inker ぜReactions
to Friedrich .E. Schleirmacher Michyo Morita 
紀要31 号 (632 頁)
序文 敗戦から六十年白に当たり「日本の神学」と戦後日本の問題
大木英夫
坂本義和
岩島久夫
中井検裕他
菅原啓州
グローパリゼーションの政治
グローバリゼーション時代の国際安全保障
シンポジウム 官から民ヘ
階段の途中で一一身体性についての試論
植民地朝鮮のメディアに表れた日本及び日本人 小田川
佐藤
興他
誠
シンポジウム キリスト者と親子関係
講演会 アメリカの対北朝鮮政策
鈴木大拙「日本的霊性」をめぐって
J ・エドワーズと「大覚醒」
国家観の変遷
平和の倫理
ヤン・ C ・キム他
国 ノ 倉 亮 爾
森本あんり
大木雅夫
近藤勝彦
A Christ-sentered Comunity Dean Waren Sotherdn 
Evaluating a Servant Organization in the ]apnes Contex Evert Osbum 
総合研究所活動報告 H 研究活動と研究成果公開 59 
THECHALENGEOFCYRUSAUGSTUSBARTOL 
TO THE RELIGOUS THOUGHT OF RALPH WALDO EMRSON 
u . n  o M
裕弘
。一切沼崎C M
鵜小 子道
小崎弘道著「系統神学講義J について
系統神学講義
203 年度博士論文・修士論文テーマ一覧
光晴
登士翁
阿久戸
伊藤谷
紀要32 号 (736 頁)
巻頭言寛容の根拠
時代としての「グローパリゼーション」
経済におけるグローバリズム
輝彦/大木英夫
中村民雄
宮脇 淳
富沢賢治
大西直樹
優/員野光晴/速水
多元的憲法秩序としての EU
NPM における協働の位置づけ
大学のまちづくり活動
初期アメリカにおける政教分離と信教の自由
シンポジウム キリスト者と人間関係
一一心の悩みを聴く一一
伊東
古川第一郎他
渋谷謙次郎
智朗・藤原淳賀
山田麻有美
松 谷 好 明 訳
河上民雄
深井智朗
長山 道
堀竹 学
武藤健
芦名裕
竹井
ロシアと EU
神学における「歴史」の問題
心理療法家養成に関する日英比較
ケンブリッジ綱領(一六四八年)
勝海舟とその周辺
超越を認識するための人間学的な前提
マルティン・ケーラーにおける義認論と伝道の神学
共有特許権の審決取消訴訟の原告適格
女性公教育とジェンダー①
山上憶良とヨプに見る神義論
H. R. Niebuhr の価値論
τbe Complexites Of Le aming English As A Foreign La nguae 
Dean Waren Sotherdn 
子
潔
深井
60 
Th e Priority of Llistenig in the Elemntary Schol Brian Byrd イ也
An Interpetaion of the Con 企ontaion BetwenRvialist J oel Hawes 
and Al legd An ti-Revivalist Horace Bushnel Michyo Morita 
紀要3 号 (768 頁)
巻頭言 グローパリゼーションの両義性 阿 久 戸 光 晴
グローパリゼーションと中国の対応 戦 憲斌
グローバリゼーションと日本経済 員野輝彦
グローパリゼーションと情報 加藤哲郎
シンポジウム 東アジアの平和と民主主義 子L 魯明他
へンリー・ジェイムズの軌跡 藤野早苗
北朝鮮の「七・ー経済措置」と最近動向 康 仁徳
表現されるものと私秘なるものをめぐる思索 清水正之
パグスターにおける神政政治の構想 梅津順
日本近代思想の問題とキリスト教 近藤勝彦
有神論と無神論との間で、十字架につけられた者の神学の基礎付け
イギリス国会議事堂のゴシック
チャールズ・パリーと A ・W.N. ピュージンの協働
ナント王令
深井智朗
近藤存志
和田光司
(9 ・1) 論一一「技術イ七」・アトム化した社会は自殺へ向かう
権力と「第三のパラドクス」
クリストアァ・ポールマン/石川裕一郎訳
ミヒャエル・シュルツ/名部圭一訳
[解説]近代社会とパラドクス
女性公教育とジェンダー②
ブオーサイスにおけるコングリゲーショナリズム
H. Ri chard Niebuhr andJohn Howard Yoder 2: 
Transfomtin Revisted forτbeolgy of Cultre 
土方 透
武藤健
森島 豊
Atsuyohi Fjuiwar 
Second Lan guae U sers and the Semantic Web J ason Byrne 
Keping AJoumal Of Observations Of Li stenig Experincs 
Wh en Le aming Al angue Dean Sotherdn 
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公開 企
Preparing for Junior High English: Basic Gramar in a Comunicatve Contex 
一 Plus Fun - in the Uper Elemntary Schol English Progam 
Brian Byrd 他
A Prelimnary Asemnt of Seigakuin University as a Le aming Organization 
EvertOsbum 
紀要34 号 (608 頁)
序
グローパリゼーションへの対抗理論
ホップズにおける「政治と宗教J
大木 英 夫
渡辺雅男
田中 浩
シンポジウム 悲嘆と信仰 関正勝・鵜沼裕子・平山正実・藤掛明
シンポジウム これからの都市再生
月尾嘉男・北川正恭・平修久・穂坂邦夫・田中栄治・佐々木信夫
シンポジウム『強い円・強い経済』をめぐって
速水優，柴田
対北朝鮮交渉の研究一一南北対話30 年の教訓
EU 憲法体制と新規加盟国
フランスによる欧州連合憲法条約の否決一一圏内的側面一一
宗教とソーシャルワーク一一ニーパー著 CRSW の考察一一
表現主義者としての初期カール・バルト
イギリスのプライマリケアに導かれた「第三の道」制度改革
F.A ・ハイエクにおける自由と進歩の概念
女性公教育とジェンダー③
Testimones Of Students At An Am erican University 
武男，員野輝彦
康 仁徳
鈴木輝一
滝沢 正
西川淑子
深井智朗
郡司篤晃
谷口隆一郎
武藤健一
Concemigτbeir Experinces With Glosolalia Dean Wa 汀 en Sotherdn 
Sylabus Design and Textbok Selection for Primay Schol English Progams 
Mehran Sabet 
高校，大学における英語教科書の分析一一中国の場合一一(1)
市川 研
62 
紀要34 号別冊「第二次世界大戦後の教育と宗教J (216 頁)
序文
基調講演 第二次世界大戦後の日本の教育と宗教 田丸徳善
「第二次世界大戦後の日本の教育と宗教」へのレスポンス
ウィリアム・ジョンソン・エノてレット
教育，宗教，グローパリゼーション フリードリヒ・ヴィルヘルム・グラーフ
シンポジウム 第二次世界大戦後の教育と宗教
ウィリアム・ジョンソン・エノ守レットイ也
総合研究所活動報告203 年一205 年
紀要35 号 (728 頁)
序
グローバル化と民主政の理論的諸潮流
非国教主義プロテスタントの成立とその神学的意図
『国学の他者像』をめぐって
シンポジウム スピリチュアルケアと心の援助
理論言語学の動向
国際人権法と国際人道法
ビューリタニズムの父， トマス・カートライト
阿久戸光晴
中谷義和
森 島 牧 人
清 水 正 之 他
窪 寺 俊 之 他
福井直樹
ヲ壬 仁河
松谷好明
ジョン・オウエンにおける「キリストの国」論とピューリタン革命
佐野正子
新約聖書における平和一一公共神学としての平和
ウィラード・ M ・スワトレー/藤原淳賀訳
P ・T ・ブオーサイスにおける歴史の神学 高 高松
H. R. Niebuhr の価値論 竹井潔
十九世紀ロシアの宗教思想家ニコライ・フヨードルフの生涯とその思想、
日系アメリカ人の再定住政策
UPI テストからみる学生の不安傾向の理解
飯島康夫
増田直子
竹測香織
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公聞 の
教会外のオラトリオ一一世紀の転換期における音楽と宗教の関係について
ハンス・ヴェルナー・ダノアスキー/瀬尾文子訳
解説/深井智朗・瀬尾文子
P.T ・フオーサイスにおける F ・D. モーリスの影響
女性公教育とジ、エンダー④完
Introducing Eng 1i sh in J apnes elmentary schols 
A lok at the curent situation and a practical step forward: 
森島 豊
武藤健一
Enjoying writen Eng 1i sh in the lower grades Brian Byrd 他
Comunicat Strategies An d Characteristics 
Of Skil 1fu l N on-native Eng 1i sh Speakrs Dean Waren Sotherdn 
プロテスタント・キリスト教神学校学生における
実践神学学習の認識および精神衛生についての調査報告
藤掛明・平山正実
204 年度博士論文・修士論文テーマ一覧
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(4) r聖学院大学総合研究所 Newsl 阪fJ目次
(B5 判，年 5回発行， 13 巻から 15 巻)
Vo l. 13 聞 1 (40 頁)
「情報化社会」から「情報社会」ヘ? 標宣男
リーダーが脱線するとき 平山正実・藤掛明
大都市部における高齢地域ケアシステムの構築天本宏
行政と市民の協働一一労働者協同組合の事例 富沢賢治
描画テスト研究会報告藤掛明
なぜアングロ・アメリカか? 森田美千代
総合研究所 News
『イングランド国民のための第一弁護論および、第二弁護論』をめぐって
高高松
バクスターにおける「愛の共同体」 高寓松
総合研究所活動報告 (20 年度)
Vo l. 13 圃 2 (32 頁)
学生起業家とホタル飛ぶチャペル 富沢賢治
自由へのアプローチ 飯坂良明
現代建築ノート アート・ヤコプセン〈オックスフォード大学セント・キャサ
リンズ・コレッジ》 近藤存志
ワールドカップの国際的評価の発信を 西国善夫
203 年度組織神学研究センターの活動はじまる 深井智朗
共同研究「グローパリゼーション」の概要と課題大津麦
コンパクト・シティ 平 修 久
非行臨床研究会(第 1回~第 3回 )報告藤掛明
ヨーロッパ市民は何語で、政治を語るのか? 一一政治の言語と言語の政治一一
原田貴士
総合研究所 News
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公聞 の
Vo l. 13 ・3 (28 頁)
巻頭言鵜沼裕子
企業におけるメンタルヘルス 平山正実
香亭中根淑戸野隠れん坊菅原啓州
Stanley Hauerws on Paul Shew 
都市計画と公共性平修久
世田谷区におけるまちづくり 平修久
アメリカ外交の論理と心理佐藤貴史
知恵と恩寵と力 小林雅博
牧会心理研究猪野正道
大学院・総合研究所活動報告書金子春勇・古屋安雄
Vo l. 13 ・4 (32 頁)
巻頭言大木雅夫
慮武鉱政権の対北政策展望一一 6カ国協議のゆくえと朝鮮半島情勢康仁徳
シベリウス孤島の住人たち 東島誠
コラボレーションに求められていること 長谷川英美子
加藤学園ノ号イリンガル教育見学記 藤原真知子/ブライアン・バード
ラインホールド・ニーパーの恩寵論 久保島理恵
イギリスにおける文化とキリスト教(山形和美) 嶋田陽子
キリスト教のメンタルヘルス 花野井百合子
グローパリゼーション・多文化主義時代のアメリカ 佐藤貴史
教員活動報告大木雅夫
教員 活動報告有賀貞
教員活動報告土戸清
総合研究所News
Vo 1. 13-5 (33 頁)
巻頭言「貧しい国々」 古屋安雄
まちづくりにおける合意形成のあり方小泉秀樹
近代化とグローパリゼーション 佐藤貴史
6 
共同研究 rJ ・ロックの政治哲学とそれを支える福音理解」を終えて 大津麦
アングリカニズムと VIAMEDIA- リチヤード・フッカーの神学を中心に一一
高高松
「市民宗教」を通して考えるアメリカ政教関係の歴史と課題佐藤貴史
く生命>とグローバリゼーション 嶋田陽子
抄物の漢語と日本語の変化小林茂之
世界とロールシャツハと私 牟田隆郎
研究所 News
Vo l. 14 ・1 (48 頁)
巻頭言中村磐男
キリスト者とメンタルヘルス 賀来・阿久戸・平山・藤掛
百le Use of the Secondary Le vel English Pro :fi ciency (SLEP) Test in the Seigakuin 
English Progam (SEP) Evert D. Osbum 
学校建築一一保存されるものと，記憶の彼方に残りゆくもの一一 永井理恵子
Enhacig vocabulary retention throug the use of tasks 長坂達彦
Workshop “Atachmen Dynamics and Second Lan guae Le aming for Elemntary 
Children ，" March 25 ・26 ，204. Dean Sotherdn 
21 世紀のキリスト教とグローバリゼーション 佐藤貴史
ニューイングランド・ビューリタニズムと回心中心的福音主義高高松
北朝鮮をどう解くか小田川興
グリーフケア・ルーム年報203 年藤掛明
聖学院大学大学院・総合研究所教員活動報告書 (203 年度) 藤掛 明・松谷
好明
総合研究所 News
Vol.14 圃 2 (40 頁)
巻頭言「ある学徒のこと J 寺田正義
アテネ・オリンピックを巡って 西田善夫
イラク人質斬殺事件と韓国宣教事情洛雲海
カレスへの想い 清津達夫
学生たちと共に学ぶ「アイヌ文化振興法」 高橋愛子
総合研究所活動報告 II 研究活動と研究成果公開 67 
グローパリゼーションと国際通貨問題佐藤貴史
21 世紀の安全保障を考える 佐藤貴史
政教分離とピューリタニズム 小林雅博
EU とロシア原田貴士
NPM における協働の位置づけ平修久
〈子ども〉をめぐる研究の視角 森下みさ子
H' リチヤード・ニーバーにおけるラインホルド・ニーバーの歴史理解 藤原
淳賀
R ・ニーパーにとっての『信仰と歴史J]， H ・R ・ニーパーにとっての『信仰と
歴史』 森島豊
鈴木大拙『日本的霊性』をめぐって森島豊
海外新刊書紹介藤原淳賀
聖学院大学大学院・総合研究所教員活動報告書 (203 年度) 山形和美
総合研究所 News
Vo l. 14 圃 3 (28 買)
巻頭言「科学と価値J 標宣男
神の国とキリスト教古屋安雄
日本における安重根に対する見方の変化 小田川興
大正思想史をめぐるもう一つの視点村松晋
グロ」バル化とカナダ政治小川洋
志木市における市民と行政の協働平修久
第3回牧会心理研究会報告藤掛明
ジョン・オウエンのコングリゲーショナリズムについて 森島豊
グローバリゼーションの政治 嶋田陽子
時代としての「グローバリゼーシヨン」 佐藤貴史
桜一日本文学史における桜花原田貴士
総合研究 News
Vol.14 ・4 (32 頁)
巻頭言「アメリカ研究の視座」 古屋安雄
モルトマンと純福音教会の接近洛雲海
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聖学院小学校から見た中学校英語教育の期待 寺田正義
宗教とグローパリゼーション 佐藤貴史
大覚醒とアメリカの宗教伝説小林雅博
理性と経験の時代の美術，建築，デザイン 嶋田陽子
「サイコドラマ」とは何か 小林雅博
欧州憲法条約一一憲法か?条約か?それとも 原田貴土
地方自治体における「地域経営」という考え方 岩切博史
大和市の市民活動推進条例及び協働事業平修久
神学生の意識調査猪野正道
描画テスト研究会報告 吉村・藤掛
大学における発達障害の学生への支援竹測香織
大学院・総合研究所教員活動報告郡司篤晃
紹介『公共神学と経済』 西谷幸介
研究所News 国際シンポジウム・アンケート
Vo l. 14 圃 5 (52 頁)
巻頭言大木雅夫
宗教とグローパリゼーション 中野毅
Report on the Ka toh Gakuen Symposiu Mehran Sabet 
聖学院小学校・中学校・女子聖学院の英語教育の連携 寺田正義
大学のシネマ・イングリッシュについて 寺田正義
経済におけるグローバリゼーション 佐藤貴史
グローパリゼーションに対する中国の対応 嶋田陽子
グローパリゼーションと日本経済佐藤貴史
我孫子市の協働を踏まえた市政改革平修久
日本の思想における表現されるものと私秘なるものの関係をめぐって 原田貴
士
脱北者聞き取り調査小林雅博
市民活動とまちづくり一一宮原駅西口地域の事例 富津賢治
宮原駅西口地域のまちづくりマップ東内勝美
協働によるまちづくりの手法 富津賢治
17 世紀イングランドにおける教会統治論高高松
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ヘンリー・ジェイムズのアイデンティティ 嶋田陽子
ラインボルド・ニーパーのソーシャルワーク観高寓松
非行臨床研究報告藤掛・池田
fg つの色」をめぐって 村山順吉
海外新刊書紹介 .A リッチュル研究 深井智朗
研究所ニュース
Vo 1. 15- (48 頁)
巻頭言「有益」か「有害J か一一紫外線予報はじまる 中村磐男
あすの日本を考える 速水優
世界史の深層動向から日本の神学を問う 森本あんり
ルポ:今もなお，ゆれ続ける中越相川章子
中国における最新英語教育事情市川研
国際人道法 (Intemational Humanitr La w) 弄 仁河
高機能広汎性発達障害竹測香織
歴史軸の中に教育の「今」をさぐる 熊谷芳郎
小学校英語教育について東仁美
グローバリゼーションと情報嶋田陽子
牧会心理研究会報告猪野正道
国際金融研究室の設置 員野輝彦
「強い円・強い経済.n (速水優著)をめぐって 小林雅博
総合研究所 News (都市シンポジウム・カウンセリングシンポジウム集計)
Vol.15 ・2 (28 頁)
巻頭言「アメリカ瞥見記」 寺田正義
国民のための祈祷主日 洛雲海
現代市民社会論のグローバルな地平佐藤貴史
EU 法における言語問題佐藤貴史
Dual Constiutionalism 再考:アメリカ法の視座松本周
非国教主義プロテスタント成立の神学的意図森島豊
高校3年生における英文読解指導寺田正義
「聖学院英語教育年報204 .n をめぐって・小林雅博
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金融緩和政策は有効か 中村準一
グローパリゼーションとわが国金融システムの変化 小林雅博
行政のアウトソーシングを考える 平 修 久
グローパリゼーションの文脈における総合的日本研究 柳田洋夫
新刊書紹介『終末論入門』 西谷幸介
大学院・総合研究所教員活動報告 (204 年度)深井智朗
研究所 News 日韓中学術セミナー
Vol.15-3 (36 頁)
巻頭言「コンビュータ社会と『パグJl J 標宣男
経済のグローパル化古城佳子
保の字形について 石津靖大
グローパリゼーションへの対抗理論佐藤貴史
アジアの神学柳田洋夫
ビューリタニズムとホップズ森島豊
PP (Publi c-圃 Private Partnership) 海外の動向と日本の課題高端正幸
国際人道法と国際人権法松本周
21 世紀国際金融の現状と未来中村準一
「活動を通して感じた大切な気づき J r身近な自然を知り，親しみ，守る」
平修久
グローバル化とグローパル・ガバナンスをめぐって 柳田洋夫
対外直接投資からみた日本経済の国際化 中村準ー
グリーフケア・ルーム年報 204 年度藤掛明
聖学院大学大学院・総合研究所教員活動報告 (204 年度)山形和美・藤掛 明
研究所 News (カウンセリングシンポジウム集計)
Vo l. 15 ・4 (36 頁)
巻頭言「ドイツの大学を訪ねて」 古屋安雄
わが国の PFI の実践状況と課題岩切博史
「フランスによる欧州連合憲法条約の否決J r欧州憲法条約の検討」 佐藤貴史
理論言語学の動向 寺田正義
グローカル(地球域的)公共神学の展望:主体・文化・政治 柳田洋夫
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市場統合と社会統合は両立するか 小林雅博
「都市計画マスタープランを起点にしたゆるやかなネットワ」ク作り J
「地域ねこからまちづくり」 平修久
ヨーロッパ社会モデ、ル佐藤貴史
P. T.フオーサイスにおける歴史の神学柳田洋夫
グローパリゼーションと「構造改革」 柳田洋夫
中国経済の問題点 中村準一
市場化テスト法案平修久
聖学院大学大学院・総合研究所教員活動報告 (204 年度)古屋安雄・松谷好明・
高 高松・森田美千代・菅原啓州・藤原真知子・竹淵香織
総合研究所 News (国際シンポジウム・ポリシーカレッジ公開討論・公共哲
学・聖学院フォーラム集計)
Vo l. 15 圃 5 (36 夏)
巻頭言「多様性に対する習熟」 大木雅夫
金融市場と情報-市場倫理の観点から 梅津順一
グローパリゼーションとカント 松本周
G. プレスウェイトの活動一一平和問題を中心に 木村美里
女子聖学院中学1年英語授業木村美里
「近代化遺産を活かしたまちづくり・行田の例J rホタルを通しての見沼田んぼ
の自然と地域コミュニティの創造」 平修久
政治的党派性とサプライサイドの福祉政策柳田洋夫
市場経済と倫理的基礎づけ 小林雅博
英語教育の小学校と中学校の連携 寺田正義
行政アウトソーシングとコスト分析平修久
EU 競争法の動向一一近時の改正を中心として 松本周
205 年度牧会心理研究会報告猪野正道
205 年度非行臨床研究会報告藤掛明
聖学院大学大学院・総合研究所教員活動報告 (204 年度)有賀 貞・藤原淳賀・
M. サベット・ D. サザデン
総合研究所 News (日韓シンポジウム・児童シンポジウム集計)
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(5) 研究報告書・年報の発行
『年報.l Il'研究報告書』などの刊行による研究成果の公開
1)英語教育研究
『聖学院英語教育年報203 .ll 204 年 3月20 日， A4 判， 20 頁
『聖学院英語教育年報204 .ll 205 年3月20 日， A4 判， 157 頁
『聖学院英語教育年報205 .ll 206 年 3月20 日， A4 判， 136 頁
2) 人口減少研究
「人口減少期における自治体行政のあり方に関する調査研究J 204 年 3月
30 日， A5 判， 61 頁
3) ヨーロッパ統合の理念と実態研究
n ヨーロッパ統合の理念と実態」研究報告書.ll 204 年 3月30 日， A5 判，
270 頁
4) イギリス・アメリカの文化に関する学際的研究
『イギリス・アメリカの文化に関する学際的研究.ll 205 年 3月30 日， A5 
判， 135 頁
5) <児童〉における総合人間学研究
n< 児童〉における総合人間学」研究報告書.ll 206 年 3月30 日， A5 判，
135 頁
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E ランゲージ・インスティテュート (SL I)
総合研究所に，研究成果の公開として，幼稚園児・小学生・中学生・高校
生・大学生および一般社会人を対象にした語学研修機関，ランゲージ・インス
テイテュート (SL I)が設置されている。大学キャンパス，駒込エリア，栄光ゼ
ミナール大宮校，さいたま新都心産学交流フ。ラザ彩の国 8番館，聖学院みどり
幼稚園で教室を展開している。 203 年4月より新設されたのは，駒込エリアの
幼稚園児，小学生，中学生の各クラスと一般向けの児童英語アシスタント養成
クラス，イングリッシュ・パイプル・クラス，さいたま新都心の児童英語教授
法クラス，またみどり幼稚園の小学生クラスである。 SLI は10 週間を一期とし
て， 4月， 9月， 1月に各期を開始する。
また，聖学院大学海外研修，推薦入学予定者英語集中講座，提携校交換留学
生のための日本語講座，-聖学院小学校，女子聖学院・男子聖学院のホームステ
イ・プログラム，聖学院幼稚園，みどり幼稚園に講師を派遣している。特に，
聖学院小学校では，カリキュラム・教材の作成も担当している。
開講したのは以下のクラスである。なお， SLI は204 年度より国際センター
に移管されたため 203 年度のみの報告となる。
(1)英会話クラス
Le t's Talk (初級) ， More Talk (中級) ， Total Talk (上級)， Travel Talk (旅の
英会話・中級程度)の 4種のクラス。基本会話からテーマに基づいてディスカ
ツションできる英語力を養成する。
(2) TOEIC クラス
企業で重視されている英語検定試験の準備として，テキストを使い reading ，
gramar ， listening ， vocabulary の学習をする。
(3) TOEFL クラス
英語圏の大学に留学するために必要な TOEFL で， 173 点(ペーパー・ベース
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50 点以上)，大学院 213 点(ペーパー・ベース 50 点以上)を獲得できるよう
にreading ，grarnrnar ， listening ， vocabulary の学習をする。
(4) 幼稚園クラス
ゲ」ム，歌などのアクティビティを交えながら，簡単な英語表現，ボキャブ
ラリ自然に身につける。
(5) 小学生クラス
基本的な表現・ボキャブラリーを取り入れながら，楽しく自然に英語の基礎
を身につける。
(6) 中学生クラス
英語の基礎をしっかりつけるとともに，自然に英語を身につける。
(7) 高校生クラス
自分の言いたいことが言えるようになる，コミュニケーション重視の英語講
座。
(8) 帰国生クラス
英語圏から帰国した小学生・中学生・高校生が，身につけた英語をプラッシ
ュアップし，より高度な英語力をつけることを目指す。
(9) 児童英語教授法クラス
幼稚園・小学校の先生方が，英語指導者・子供に，効果的に楽しく英語を教
えられるようになることを目標としている。教科書“My English Bok" を使い，
実際に授業で使える英語表現，アクティビティを数多く紹介する。
(10) 児童英語アシスタント養成クラス
児童英語クラスのアシスタントとしての常識を身につける。教科書“My
English La nd" を使いながら，児童英語の基礎を学ぶ。
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(1) English Bible クラス
英語で聖書を読むクラス
(12) 入学前準備講座〈英語集中講座〉
聖学院大学の推薦入学予定者のために，ネイティヴ・スピーカーから集中で
英会話とコンビュータの教授をうける講座。
(1 3) 海外研修事前準備講習
夏期・春期にアメリカ，オーストラリア，イギリスで4週間の語学研修をす
る学生やホームステイをする学生を対象に， SLI 独自のテキストを用い，現地
の文化やマナーを学ぶ。
(14) 提携校交換留学生のための日本語講座
76 
SLI 受講者数〈一般英語) 203 年
Clas Code Teacher Day Time 1 期 2 期 3 期
大学キャンパス L町周U01 Bl ofeld-Watson Mon 13:0 10 6 5 
Campus LEf -U02 Ka hl 百lU 15: 5 5 
LEf 'S 
LEf -U03 Kah l Sat 13:0 5 9 8 
LEf -U04 Ka hl Th u 10:3 8 5 3 
LEf -U05 Ka hl Mon 15:0 3 4 
LEf -U06 Ashley Wed 13:0 ¥ ¥ ¥  ¥ ¥ ¥  2 
MOR-U01 Ka hl Mon 8:40 5 6 5 
MORE 
MOR-U02 Bl ofeld-Watson Mon 15:0 4 3 3 
MOR-U03 Sotherdn 百lU 13:0 8 4 4 
MOR-U04 Ashley Sat 13:0 7 7 6 
TO-U01 Sotherdn Tue 17:0 4 4 5 
TOTAL 
T01 工U02 Ashley Wed 10:3 7 7 6 
TO-U03 Ka hl Sat 10:2 4 6 4 
TO 下U04 Sotherdn Sat 15:0 5 5 4 
TRAVEL TVlr U01 Sotherdn Sat 13:0 5 5 5 
TOEIC TOC-U01 Ka hl Sat 15: 5 4 1 
TOF-U01 Ka hl Mon 15:0 
TOEFL τひF-U02 Diem Fri 15:0 8 
駒込エリア LEf -K01 Ka hl Tue 1:0 7 9 5 
Komagome Ar ea LEf 'S 
LEf -K02 Bl ofeld-Watson Th u 13:0 3 4 4 
LEf -K03 Blofeld-Watson 百lU 18:0 7 7 7 
I LEf-印 4 Ka hl Wed 15:0 9 L 一 一一一 L 
欝砂向調湖沼部盟難時
国
J W Q
匂J I
勺・久々、討中、『中い
17
¥也、
V co MORE 
MOR-K01 Sotherdn 
MOR~K02 Ka hl 
TOTAL 
TO-K01 Ka hl 
TO-K02 Ka hl 
English Bi ble ZB 下K01 Byrd 
English for Parents EFP 圃K01 Fujiwar/Byd 
栄光ゼミナール MOR-E01 Sotherdn 
Eiko Seminar MORE MOR-E02 Sotherdn 
MOR-E03 Sotherdn 
さいたま新都心 LET-S01 Blofeld-Watson 
Sai 臼ma LET'S LET-S02 B1 ofeld-Watson 
Shintos LET-S03 B1 ofeld-Watson 
MOR-S01 B1 ofeld-Watson 
MORE 
MOR-S02 B1 ofeld-Watson 
TOTAL TO 下S02 B1 ofeld-Watson 
一般英会話受講者数合計(人)
講師派遣 Pea r1 Sotherdn 
Recomende students' 
Homestay 
Study Oversa 
講師派遣での受講者数合計(人)
注)ー印は中止となったもの。¥印は開講予定がなかったもの。
Tue 10:3 4 5 6 
Wed 10:2 9 9 9 
Tue 13:0 4 4 4 
Wed 13:0 4 2 2 
百1u 13:0 5 3 4 
Wed 10:2 
Wed 10:3 9 9 10 
Wed 13:0 7 8 6 
Sat 10:3 10 10 10 
Tue 16:0 8 4 3 
Wed 13:0 10 5 2 
Tue 14:0 3 4 
Wed 10:3 10 9 8 
Sat 13:0 10 7 8 
Sat 15:0 7 7 6 
136 18 17 
Mon 10:3 15 15 15 
¥ ¥ ¥ ¥  ¥ ¥ ¥ ¥ ¥  
29 ¥ ¥ ¥  
21 ¥ ¥ ¥  54 
65 15 147 
W 聖学院大学出版会
( 1 )目的と理念
総合研究所の機能のひとつである聖学院大学出版会は，東京大学出版会，法
政大学出版局など 28 の大学出版会によって構成される「大学出版部協会」に
加盟し，次のような出版活動をしている。
1)プロテスタント・キリスト教の精神と文化の伝統を継承する学校として，
キリスト教文化，キリスト教教育の発展に寄与する出版活動。
2) 学校法人聖学院の諸学校と有機的関係を持った出版活動。
3) r聖学院大学の理念」に基づき，学際的かっ国際的，創造的かつ総合的
学問の進展をはかる出版活動。
また，次のような出版物を刊行する。
①学校のカリキュラムに即した講義テキスト，特にキリスト教学校の
「聖書科」教科書
②研究の成果としての学術書
③ University Extensio の趣旨に基づく学術的啓蒙書
④学生・生徒の人生の伴侶となりうるような教養書
⑤キリスト教思想-評論などの専門書
( 2 )出版物(発行日順)
204 年 2月15 日
聖学院大学総合研究所，康仁徳，小田川興編『北朝鮮問題をどう解くか』
204 年 3 月30 日
マックス・ L ・スタックハウス著/深井智朗監訳『公共神学と経済』
204 年 3 月26 日
郡司厚晃編著『医療と福祉における市場の役割と限界』
204 年 8 月27 日
倉松功著『私学としてのキリスト教大学』
204 年 12 月20 日
総合研究所活動報告 W 聖学院大学出版会 所
チャールズ・ c. ブラウン著/高橋義文訳『ニーパーとその時代』
205 年 3月26 日
平修久著『地域に求められる人口減少対策』
205 年 3月31 日
Hideo Ohki ， Atsuyoshi Fujiwar ， David Oki Ah earn ， Tomaki Fukai ， Nag
羽Ton-Hae ， A Th eology 01 Japn: Origins and Task in the Ag e 01 Glob αlization ， 
A Th eology of ]apn ， Mongraph Series 1 
205 年 4月1 日
聖学院キリスト教センター編「神を仰ぎ人に仕う・ 21 世紀版』第二版
205 年 1 月30 日
古屋安雄，倉松功，近藤勝彦，阿久戸光晴編『歴史と神学」
206 年 2月10 日
A. D. リンゼイ著山本俊樹，大津麦訳『キリスト教諸教会とデモクラシー』
206 年 2月28 日
平山正実著『人生の危機における人間像』
206 年 3月25 日
チャールズ・ E ・メリアム著，和田宗春訳『シカゴ一一大都市政治の臨床的
観察」
206 年 3月29 日
Atsuyoshi Fujiwara (ed.) ， Church and State in Japn since World War II ， A
τbeolgy of]apn ， Mongraph Series 2 
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V 自治体リーダー養成講座，聖学院ポリシー・カレッジ
(1)自治体リーダー養成講座
203 年度第 10 周年記念/自治体リーダー養成講座
主題「待ったなし・自治体再構築」
厳しい財政環境と地方分権が始まる中で，市町村，府県のあり方が根本から
問われている。それは経営能力の面でも政策能力の面でも説明能力の面でもだ。
分権改革を受けて住民は質の高い公共サービスをよりコストが安く提供される
ことを望んでいる。しかし， 195 年前後につくられたいまの市町村体制がそ
の要請に応え得るか。全国的に市町村合併が大きな流れになってきた。そして
府県再編，道州制の導入が論議されはじめた。
こうした時代にあって自治体のプロはどうあるべきか，従来型の公務員観で
はとても対応できる時代ではない。 10 周年記念にあたる今回は総合編として
「自治体の規模と能力J に着目し，市町村合併，道州制などを中心に 21 世紀の
地方自治のあり方を考える。
期間 : 7月23 ， 24 ， 25 ， 30 ， 31 日
場所:聖学院大学 4号館会議室
受講料: 3万円
参加者: 30 名
1 日目 23 日
①開講講演大木英夫(聖学院理事長)
基調講義②講義 1 r市町村合併の課題と展望」森田 朗(東京大学教授)
③講義II r自治体を取り巻く政治経済の変化」
小林 良彰(聖学院大学総合研究所客員教授)
2 日目 24 日
④講義皿「実践一一回無・保谷市合併からみた市町村合併」
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末木達男(前田無市長)
専門講義 ⑤講義IVr 地方財政と市町村の財政経営」
小西砂千夫(関西学院大学教授)
3 日目 25 日
⑦講義V r政策デ、イベートの実践」佐々木信夫(中央大学教授)
専門演習 I⑧演習 1 (政策ディベート) 向上
a 住民投票の導入 馬場 健(聖学院大学専任講師)
b 民間委託のすすめ
4 日目 30 日
⑨演習別専門講義
a r小規模町村の再編J 間島正秀(法政大学教授)
b rNPM と自治体改革」馬場 健(聖学院大学専任講師)
c r合併とまちづくり」平 修久(聖学院大学教授)
d r都市制度を考える」土岐 寛(大東文化大学教授)
e r府県制度を考える」丸山 康人(四日市大学教授)
専門演習II ⑩演習 II (専門)向上 a"'e の関連テーマによる演習。講師は向上
5 日目 31 日
⑪講義VIr 求められる自治体像一一改革設計」佐々木信夫(前出)
総括講義⑫講義vrr r私の経営理念と改革戦略」星野信夫(東京都国分寺市
長)
⑬パネルデ、イスカション「自治体の再構築をめざして」
司会:佐々木信夫(聖学院大学客員教授)
討論者:篠田 伸夫(全国町村議長会事務総長)
:中村征之(ジャーナリスト)
:稲葉 尚子(埼玉県総合政策局改革政策局政策評価
担当)
194 年度から開始した「自治体リーダー養成講座」は第 10 回で終了し，
204 年度から聖学院ポリシーカレッジ」に再編されることになった。
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(2) 聖学院ポリシーカレッジ
204 年度主題「新しい“公共"を考える」
204 年度より「自治体リーダー養成講座」を受け継ぎ，新たに Iポリシー
カレッジJ (政策大学院講座)を開設した。
第 1回は新しい“公共"を考える」を共通テーマとした。
いま，社会では，官から民ヘ，国から地方ヘ，統治から協治への時代潮流を
受け，新たな「公共」のあり方が問われている。今後の政治，行政，企業，
NPO ，ボランティア，住民のあり方，及びそれぞれの関係はどうあるべきか，
毎回，一流の専門家を招き，講義と演習により徹底研究をした。
1.場所
2. 期間
3. 受講生
4. 受講料
さいたま新都心産学交流プラザ、(彩の国 8番館)
04 年 10 月'"'-' 12 月の隔週土曜日，午後3時間(全 5回)
10 名(大学院生のぞく)
3万円
5. 内容，講師(時間帯は毎回， pm12:50'"'-' 16:0 <3 時限， 4時限))
① 10 月9 日(土) <官から民へ，国から地方ヘーーなぜ，公共が問われるか〉
佐々木信夫(中央大教授，聖学院大院客員教授，法博)
② 10 月23 日(土) <カやパナンス論をめぐって一一自治体， NPO ，ボランティア〉
中郁 章(明治大教授，聖学院大院客員教授，政博)
③ 1 月 13 日(土) <福祉をめぐる公共概念 - N P O ，ボランティアの実際〉
渋川 智明(毎日新聞編集委員)
④ 1 月27 日(土) <公共経済における「公共」と財政のあり方をめぐって〉
横山 彰(中央大総合政策学部教授，経博)
⑤ 12 月 1 日(土) <協働型まちづくりとは何か一一市民と行政の新しい関係〉
平 修久(聖学院大教授，工博)
総合研究所活動報告 V 自治体リーダー養成，ポリシー・カレッジ 83 
205 年度主題「行政改革・手法の最前線」
新しい公共のあり方が問われる中で，急速に進む行政のアウトソーシング化
の動きを研究するため，本年度のポリシーカレッジ(政策大学院講座)では
「行政改革・手法の最前線」を共通テーマにした。大きくは NPM の流れを踏
まえ「民間にできることは民間へJ，地方にできることは地方ヘ」の考え方に
立ち，新しい公共を実現する自治体経営のあり方や NPM とアウトソ」シング
の関わり，行政サ」ビスの民間委託，官民競争入札などの市場化テスト，指定
管理者制度，さらに官民競争・協働に関わる P ，PFI など新たな行政手法に
ついて，各分野の最前線で活躍する一流の学者，専門家を講師として招き，講
義と演習，パネルデ、イスカッションなど多様な組み合わせにより，理論と実践
を学んだ。
1.場所 さいたま新都心産学交流プラザ(彩の国 8番館)
2. 期 間 205 年 10 月"' 12 月の隔週土曜日，午後 3時間(全 6回)
3. 受講生 1 名(大学院生のぞく)
4. 受講料 3万円
5. 内容，講師(時間帯は毎回， pm12:50"' 16:0 (3 時限， 4時限))
① 10 月1日(土)佐々木信夫(聖学院大学大学院客員教授，中央大学教授)
開講式
講義 1 r< 新しい公共>を実現する自治体経営 j
演習 1 r事例研究自治体経営の改革実践J
② 10 月15 日(土)宮脇 淳(北海道大学公共政策大学院長)
講義 II rニューパブリックマネージメントの意義とアウトソーシング」
演習 II r事例研究一一 NPM の具体化例をめぐって」
③ 1 月5 日(土)小松 史郎((株)三菱総合研究所地域経営研究センター・
研究部長)
講義国「指定管理者制度の意義と実践」
演習皿「事例研究一一指定管理者の実際J
④ 1 月19 日(土)川村雅人((株)三菱総合研究所地域経営研究センター・
チーフプランナー)
講義IVr 市場化テスト， PFI 方式の導入」
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演習IVr 事例研究一一市場化テスト， PFI の実際」
⑤ 12 月 3 日(土)平 修久(聖学院大学教授)
講義V rまちづくりと pPJ
演習V r事例研究一一PP の実際」
⑥ 12 月17 日(土)パネリスト 1 :福嶋浩彦(千葉県我孫子市長)
同 2 :北谷孝和(経済産業省新規産業室長)
同 3 :光多長温(鳥取大学地域学部教授)
コーディネータ:佐々木信夫(前掲)
総括シンポジウム「行政のアウトソーシング一一官と民，住民との協働」
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